
今 月 号 の 主 な 内 容

2013年 5月号 No.662 ５

　４月６日㈯、市内の
各小学校で入学式が行
われました。今年から
統合され新たにスター
トした留萌小学校で
は、５８人の新一年生
が、先生に記名章をつ
けてもらい、ちょっぴ
り緊張した様子。体育
館で、在校生のお兄さ
ん、お姉さんたちから
歓迎を受け、小学生の
仲間入りをしました。
　

心弾む、入学式

2	【連載】 市民の元気や感動を伝える
 留萌まるごと体験・体感物語
４	特定健診第２期実施計画がスタート
　　気になる内臓脂肪
　　減らしませんか ほか
12	留萌市議会だより
20	くらしのお知らせ
24	健康ひろば
26	【連載】ごみ減量のコツ
27	留萌市情報アンテナ

特集



23

留萌まるごと 物語市民の元気や喜び、感動を伝えます。

マチの情報発信基地として

目
玉
は
海
鮮
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

ぜ
ひ
、
家
族
で
ご
参
加
く
だ
さ
い 　４月27日から始まった大型連休に合わせ、「増毛ノロッ

コ号」が旭川 ｜増毛間（延長 97㌔）を特別運行してい
ます。
　時速25㌔ほどの減速運転で留萌本線を走るノロッコ号
の運行は、平成14年から始まり、鉄道ファンにはおなじ
みです。一般の列車に比べて「ゴットン、ゴットン」と
少し揺れますが、昔懐かしいトロッコ様式の旅客列車と
あって、家族連れに好評です。今年も子どもたちの夢と
笑顔を乗せて走っています。
　ＪＲ留萌駅の長能駅長は「ノロッコ号は、春に留萌本
線で運行する唯一のイベント列車です。機関車を含めて
４両編成のうち２両を自由席の展望車、１両をバーベ
キュー列車としています。今年は４月 27 ～ 29 日と５月
３～６日の７日間運行します。ノロッコ号や留萌本線の
魅力は、海や海岸線を間近に見られる景色の素晴らしさ
に尽きます」とＰＲします。
　ＪＲ留萌駅では期間中、留萌市や留萌観光協会の職員、
静月会留萌支部の会員が中心となって乗客を歓迎してい
ます。留萌たこめしの販売や、バーベキュー参加者を対
象に特産品が当たる抽選会も人気を集めています。
　「眺望もさることながら、甘エビやアワビ、ホタテな
ど留萌の食が満喫できると、変わらぬ人気があるのが
バーベキュー専用列車です。列車の旅は自動車や飛行機
とは違う魅力があります。留萌 ｜増毛間は、車道よりも
高い位置にレールが敷かれている箇所が多いので、いつ
もと違った風景が見られます。留萌市民もぜひ乗車して
ください」。新たな体験・感動の旅が待っているでしょう。

　

お
み
や
げ
処　

お
勝
手
屋
「
萌
」

は
、
平
成
11
年
４
月
、
留
萌
市
Ｓ
Ｌ

運
行
推
進
協
議
会
が
Ｓ
Ｌ
す
ず
ら
ん

号
の
運
行
に
合
わ
せ
て
Ｊ
Ｒ
留
萌
駅

前
に
開
設
し
た
お
み
や
げ
屋
「
萌
」

が
始
ま
り
で
す
。

　

当
時
放
送
さ
れ
て
い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝

の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
す
ず
ら
ん
」

の
主
人
公
の
名
前
と
、
留
萌
の
萌
が

店
名
の
由
来
で
す
。

　

そ
の
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
留
萌
観
光

協
会
が
運
営
を
受
け
継
ぎ
、
13
年
か

ら
現
在
の
名
称
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
勝
手
は
台
所
と
い
う
意
味
で
、

気
軽
に
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
い
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
の
ス
タ
ッ
フ

で
、
現
在
店
長
を
務
め
て
い
る
安
達

さ
ん
は
、「
カ
ズ
ノ
コ
、
ニ
シ
ン
、

タ
コ
な
ど
留
萌
管
内
の
物
産
の
魅
力

を
広
め
て
い
く
こ
と
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
」。

　

そ
の
言
葉
通
り
、
店
内
に
は
特
産

品
や
留
萌
市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ｋ
Ａ
Ｚ

Ｕ
Ｍ
Ｏ
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
な
ど
、
約

３
０
０
点
に
及
ぶ
商
品
が
並
ん
で
い

ま
す
。

　

５
人
の
ス
タ
ッ
フ
は
観
光
客
や
市

民
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て

も
ら
お
う
と
真
心
を
込
め
た
接
客
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
「
留
萌
を
訪
れ
た
人
が
最
初
に
立

ち
寄
る
玄
関
口
で
あ
り
た
い
と
考
え

て
い
て
、
留
萌
の
観
光
名
所
や
飲
食

店
な
ど
を
詳
し
く
説
明
す
る
こ
と
を

心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
安
達
さ
ん
。

　
「
萌
」
は
昨
年
４
月
、
栄
町
３
丁

目
の
旧
留
萌
信
用
金
庫
駅
前
支
店
に

移
転
し
ま
し
た
。
24
年
度
の
来
店
者

数
は
２
万
８
６
９
６
人
で
前
年
度
と

比
べ
て
44
％
増
加
し
、
好
調
な
利
用

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

安
達
さ
ん
は
「
来
店
者
の
皆
さ
ん

に
『
ま
た
来
た
い
！
』
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
お
も
て
な
し
の
心

を
大
切
に
、
マ
チ
の
情
報
発
信
基
地

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
」
と
熱
い
思
い
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

おみやげ処　お勝手屋「萌」
　留萌市栄町３丁目
　　　　　店長　安達　利子さん

▲来店客でにぎわう店内 ▲人気の海鮮バーベキューに舌つづみ▲24年に移転オープンした新しい店舗

▲春の観光シーズンの到来を告げるノロッコ号

いつも笑顔でおもてなし
お気軽にご来店ください

留
萌
の
魅
力
、
再
発
見
！

ノ
ロ
ッ
コ
号
で
列
車
の
旅

1

JR 北海道留萌駅　留萌市船場町２丁目
　　　　　　　　　駅長　長能　博明さん
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特集１
お申し込み・
お問い合わせは

☎42-1805
市　民　課

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う

　

特
定
健
診
は
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
の
原
因
と
な
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
早
期

発
見
を
目
的
と
し
て
お
り
、
40
歳
以
上
の

国
民
健
康
保
険
加
入
者
、
後
期
高
齢
者
医

療
加
入
者
が
対
象
で
す
。

　

自
己
負
担
は
５
０
０
円
で
、
腹
囲
の
計

測
や
血
圧
測
定
、
採
血
、
尿
検
査
な
ど
を

行
い
ま
す
。
健
診
の
結
果
、
一
定
の
基
準

を
超
え
た
方
は
保
健
師
に
よ
る
特
定
保
健

指
導
が
行
わ
れ
、
運
動
教
室
へ
の
参
加
や

栄
養
指
導
な
ど
を
通
じ
て
生
活
習
慣
の
改

善
を
後
押
し
し
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
で
は
な

い
方
や
通
院
中
の
方
で
も
、
健
診
結
果
の

値
が
要
注
意
と
な
る
方
が
多
く
い
ま
す
。

　

自
身
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
健
康

状
態
を
把
握
す
る
た
め
に
も
、
特
定
健
診

を
１
年
に
１
度
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
の
抑
制
の
た
め
に
…　
　
　
　

　

市
の
平
成
23
年
度
末
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
状
況
は
５
３
５
４
人
で
、
人
口

平
成
20
年
度
に
始
ま
っ
た
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

新
た
に
第
２
期
実
施
計
画
期
間
を
迎
え
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
施

状
況
や
成
果
を
も
と
に
計
画
を
見
直
し
、
改
め
て
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

の
減
少
に
伴
い
年
々
加
入
数
は
減
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
う
ち
60
歳
代
以
上
が
６
割

以
上
と
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
医
療
費

高
騰
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

病
気
の
内
訳
を
見
る
と
、
年
齢
が
高
く

な
る
ほ
ど
高
血
圧
な
ど
の
循
環
器
に
関
す

る
病
気
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

高
血
圧
や
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
と
い
っ

た
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
出
に
く

く
放
置
す
る
と
心
疾
患
や
脳
卒
中
な
ど
の

重
大
な
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

定
期
的
に
健
診
を
受
け
、
早
期
に
発
見

を
し
、
生
活
習
慣
の
改
善
と
健
康
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
は
、
皆
さ
ん
が
負
担
す
る

医
療
費
の
節
約
や
国
民
健
康
保
険
の
収
支

改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

60
％
の
目
標
達
成
に
向
け
て

　

第
２
期
計
画
で
は
、
平
成
25
年
度
の
目

標
受
診
率
を
30
％
と
し
て
、
国
が
定
め
る

29
年
度
の
60
％
に
向
け
て
段
階
的
に
引
き

上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
毎
年
受
け
て
い
な
い
方
に
対

し
て
継
続
受
診
の
呼
び
か
け
、
医
療
機
関

と
連
携
し
通
院
し
て
い
る
方
へ
の
個
別
健

診
の
取
り
組
み
、
ま
っ
た
く
健
診
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
方
や
現
在
通
院
中
の
方
な

ど
、
皆
さ
ん
の
生
活
状
況
に
あ
っ
た
健
診

の
案
内
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
の
改
善
が
必

要
な
方
に
は
、
保
健
師
が
特
定
保
健
指
導

を
行
い
、
あ
わ
せ
て
毎
月
運
動
教
室
を
開

催
し
、
継
続
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
基
準
値
を
超
え
た
方
に
は
重
症

化
を
防
ぐ
た
め
に
精
密
検
査
を
案
内
し
、

適
切
に
医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

健
診
の
実
施
方
法

・
集
団
健
診

　

春（
６
月
）・
秋（
10
月
）・
冬（
２
月
）の
３

期
に
が
ん
検
診
と
同
時
に
実
施
し
ま
す
。　

　

春
は
各
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
を
巡
回
し
、
秋
は
る
も
い
健
康
の
駅
で

行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
は
ー
と
ふ
る
で
は
春（
６
月
）・

秋（
10
月
）・
冬（
２
月
）の
３
期
す
べ
て
で

実
施
し
ま
す
。

・
個
別
健
診
（
７
月
〜
）

　

市
内
医
療
機
関
で
直
接
予
約
の
上
、
７

月
か
ら
随
時
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

か
か
り
つ
け
医
の
も
と
で
健
康
管
理
が

で
き
ま
す
。

・
人
間
ド
ッ
ク

　

特
定
健
診
と
同
様
の
検
査
項
目
の
た

め
、
特
定
健
診
を
受
診
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

※
な
お
、
今
年
度
の
脳
ド
ッ
ク
は
医
療

機
関
の
受
入
体
制
に
よ
り
特
定
健
診
と
の

同
時
実
施
が
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
者
は
ぜ
ひ
受
診
を

　

国
民
健
康
保
険
の
対
象
者
に
は
４
月
中

旬
に
受
診
券
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。
受
診
券
は
特
定
健
診
を
受
け

る
際
に
必
ず
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
紛

失
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

春
の
特
定
健
診
と
し
て
、
６
月
に
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
巡
回
す
る
集
団

健
診
を
実
施
し
ま
す
。
お
近
く
の
コ
ミ
セ

ン
で
が
ん
検
診
と
一
緒
に
受
診
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

気になる内臓脂肪
減らしませんか
特定健診第２期実施計画が
スタートしました。

　

申
し
込
み
は
５
月
８
日
㈬
ま
で
で
す
の

で
忘
れ
ず
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
特
定
健
診
は
通
院
中
の
方
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
、
定
期
検
査
と

同
時
に
実
施
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、
主
治
医
に
ご
相
談
の
う
え
、
ぜ
ひ
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
い
内
容
や
計
画
な
ど
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.e-rum
oi.

jp/

）
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●達成しようとする受診率目標（平成29年度）

　特 定 健 診 受 診 率 60%
　特定保健指導実施率 60%
●留萌市の目標（平成25～29年度）　（％）

目　　標 H25 H26 H27 H28 H29

特定健診実施率 30％ 35％ 40％ 50％ 60%

特 定 保 健 指 導
実　　施　　率 20％ 30％ 40％ 50％ 60%

春の特定健診のご案内
～がん検診も同時に受診できます～

日　　程

６月４日㈫ 幌糠コミセン 6:00～　7:00
8:30～10:30

6:30～10:30

6:30～10:30
※検診車２台体制

港北コミセン
東部コミセン
港西コミセン
港南コミセン

はーとふる

６月５日㈬
６月６日㈭
６月７日㈮
６月８日㈯
６月９日㈰

場　　所 受付時間

　下記の通り、「春の特定健診」を行います。ご自身の
健康管理のためにも、ぜひ受診しましょう！
■料　　金　特 定 健 診…５００円
　　　　　　心電図検査…５００円（希望者のみ）
■対　　象　40歳～74歳までの国民健康保険加入者、及び後期
　　　　　　高齢者医療加入者
■申込締切　５月８日㈬　※事前にご予約ください
■申　　込　市・市民課窓口、電話（氏名・年齢・保険証番号・受診
　　　　　　希望日時をお知らせください）
■そ の 他　特定健診と同時に「がん検診」も受診できます。
　　　　　　あわせてお申込みください。
■日程と場所

市・市民課　☎42-1805詳しくは

締切迫る
!

●平成25年度の実施状況（見込）

　特定健診受診率    28.8%（8.8ポイント増）

　健 診 受 診 者 数 1,121人（341人、44％増）

カッコ内は前年比
  

集団検診 個別健診 ドック 合　計

25年3月末現在 613人 351人  157人 1,121人

24年3月末現在 557人   41人  182人   780人

増　減   56人 310人 ▲25人   341人

■国民健康保険加入者の状況

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年代別
割合

 

60歳代
37％

50歳代
11％

40歳代
8％

～74歳
25％

～39歳
19％

全道平均

38.7万円 39.7万円 42.2万円 42.3万円 

32.7万円 32.3万円 34.232.7 32.3 34.2万円 

万円

 10万円

 
20万円

 

30万円

 

40万円
 

50万円
 

60万円 

H20 H21 H22 H23

■1人あたりの医療費 

留萌市  
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特集２
お問い合わせは

☎42-1837
農林水産課

第2次留萌市食育推進計画（平成25年～29年）

「知食」「共食」「健食」による
豊かな暮らしの実現へ

1 「食育」についての理解と実践

2 地域の「食」を知る体験・伝承

4 食と健康の推進

3 地産地消で豊かな「食・暮らし」の実現

■４つの基本方針（重点目標） ■目指す姿

■ライフステージ
　(年代別段階)と
　推進目標

・ほ乳、離乳、幼児食を正しく伝える
・食べることへの興味、楽しさの経験
・自然から食べる喜びを感じる
・食べることから生活習慣を学ぶ

乳幼児期

（0～6歳）

・食に関する指導の充実

・「給食」の教育的機能重視による充実

・体験から生産、流通過程知識の習得

学 齢 期

（7～18歳）

・正しい食習慣による健康管理の推進

・次世代への伝達と家族での共食の推進

・地産地消による食への愛着心の醸成

青・壮年期

（19～64歳）

・食への関心付けと介護予防の推進

・体調に合った食生活の推進

・美味しく食べるための口腔機能の維持

高 齢 期

（65歳～）

『知食』…地域食材や生産現場、食文化な
どを知ることで食についての
基礎を学びます。

『共食』…家族が共に食事をとり、コミュ
ニケーションを図ることで、家
庭での食育の重要性について
啓発・推進していきます。

『健食』…「食」は健やかな生活を送るた
めの基本です。食と健康との関
わりを学びながら食育を進め
ます。

人
暮
ら
し
世
帯
の
高
齢
者
が
増
加
し
、
食

生
活
の
質
の
低
下
や
孤
食
化
、
低
栄
養
リ

ス
ク
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
が
お
た
が
い
に
食
育
に
関
心
を
持

ち
、
食
生
活
や
伝
統
的
な
食
文
化
を
と
も

に
考
え
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

食
育
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果（
抜
粋
）

　

今
回
、
計
画
策
定
に
あ
た
り
３
～
15
歳

の
子
育
て
世
帯
を
対
象
に
し
た
保
護
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

①「
食
育
」に
つ
い
て
77
％
の
人
が「
関

心
あ
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
あ
る
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

②
食
育
の
場
と
し
て
、
家
庭
、
学
校
の

ど
ち
ら
が
重
要
と
思
う
か
と
の
問
い
に
対

し
て
は
、
55
％
と
半
数
以
上
の
方
が
「
同

じ
く
ら
い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

③
家
庭
に
お
い
て
地
元
産
の
食
材
を
購

入
し
て
い
ま
す
か
の
問
い
に
対
し
て
は
、

「
積
極
的
に
購
入
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
」

「
目
に
付
け
ば
購
入
す
る
」
と
回
答
し
た

家
庭
が
67
％
と
な
っ
て
お
り
、
地
元
産
の

食
材
の
購
入
を
意
識
し
て
い
る
家
庭
が
多

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

計
　
画
　
の
　
趣
　
旨

　

人
は
「
食
」
に
よ
っ
て
健
康
を
維
持
し

て
い
ま
す
。
全
て
の
世
代
が
食
と
健
康
の

大
切
さ
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
健
康
な

生
活
を
維
持
し
、
豊
か
な
人
間
形
成
を
育

む
こ
と
が
大
切
で
す
。

社
会
背
景
と
食
育
の
重
要
性

　
「
飽
食
の
時
代
」
を
迎
え
、
物
心
両
面

で
の
豊
か
さ
や
価
値
観
の
変
化
、
生
活
ス

タ
イ
ル
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

旬
や
季
節
を
問
わ
ず
に
食
べ
物
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
増
加
に
よ

り
、
手
間
や
時
間
を
か
け
ず
手
軽
に
食
事

を
済
ま
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

便
利
な
反
面
、
不
規
則
な
食
事
時
間
や

食
生
活
の
日
常
化
、
脂
質
の
過
剰
摂
取
、

野
菜
摂
取
不
足
に
よ
る
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

乱
れ
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
偏
食
か
ら
青

年
期
・
壮
年
期
の
生
活
習
慣
病
の
増
加
に

至
る
ま
で
、
健
康
面
に
影
響
が
生
じ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
超
高
齢
化
社
会
を
背
景
に
、
一

「
食
」
に
関
す
る
知
識
と
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
「
食

育
」
を
日
常
の
中
で
体
系
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
生
涯
に
わ
た
り
健

康
で
豊
か
な
生
活
の
実
現
を
目
指
し
、
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
食
育
活
動
の
推

進
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
第
２
次
留
萌
市
食
育
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

①②③ 食育の場として家庭と学校の
どちらが重要だと思いますか

留々菜（直売所）
Aコープルピナス内の産直市場。
産直部会「留々菜」会員55人の生産者
が、自ら収穫し、生産者名を明記して
値段をつけて店頭に並べています。

うまいよ！るもい市
年４回、海産物を中心
とした留萌の旬の食材
を提供する産直イベン
トを開催しています。

地
域
情
報
受
発
信
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

地
域
の「
食
」「
人
」な
ど
に
関
す
る
情
報
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。 「

食
育
」

地
産
地
消
に
よ
る

健康で豊かな食生活を家庭から始めませんか？
留萌は多彩な「食」の宝庫です！

『食育』

基
本
方
針
と
主
な
事
業

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
着
実
な
食
育
推

進
活
動
の
成
果
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
食

育
に
対
す
る
理
解
と
実
践
を
進
め
る
た

め
、
上
記
の
目
指
す
姿
と
基
本
方
針
に
よ

り
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
食
育
活
動

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

〈
平
成
25
年
度
の
主
な
事
業
（
抜
粋
）〉

○
乳
幼
児
健
診
及
び
離
乳
食
教
室
な
ど
の

　

開
催

○
子
ど
も
の
食
農
教
育
推
進
事
業

○
留
萌
キ
ッ
ズ
農
林
漁
業
体
験
事
業

○
地
元
食
材
１
０
０
％
給
食
事
業

○
は
つ
ら
つ
栄
養
講
座
事
業

○
健
口
教
室
事
業

　

第
２
次
留
萌
市
食
育
推
進
計
画
は
、市
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.e-rum
oi.

jp/

）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

地
産
地
消
に
よ
る
食
育

　

留
萌
地
域
は
、
自
然
の
恵
み
か
ら
旬
を

感
じ
ら
れ
る
多
彩
な
食
材
が
豊
富
で
す
。

　

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
や
、
市
民
全
体

が
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
身
近
な
土

地
、風
土
、気
候
で
育
っ
た
豊
か
な
食
材
に

触
れ
、体
験
が
育
む
感
謝
の
心
、地
域
の
歴

史
、文
化
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
養
い
、

安
全
で
安
心
な
食
べ
物
を
食
す
る
暮
ら
し

の
実
現
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
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　障がいのある人に対する誤解や偏見を取り除き、共に普通の生活、活動ができる
社会的環境をつくるために、広報活動による情報の提供、交流の機会を拡充、福祉
の増進が不可欠です。これらの要件を具体化するためにボランティア活動、町内
会、市民団体との連携、強化を図ります。

①障がいのある人への理解と共感の醸成

　障がいなどの早期発見、早期治療が重要です。このため、関係機関との連携を密に
して、各種健診、健康相談体制を充実させて、健診、相談の普及を図ります。また、障
がいに係る医療の経済的負担を軽くする「重度心身障害者医療費助成制度」や「自立
支援医療（更生、育成医療の給付など）」の普及を推進します。

②活力ある生活を支える保健・医療の充実

　子どもたちが日常的にさまざまな交流や体験の機会を通して、障がいへの理解を
深め、豊かな人間性を育む活動を推進します。また、障がいのある子どもに対し、適
切な療育、教育を行い、一人一人に応じた適切な支援、相談体制の充実の向上に努め
ます。

③子どもの教育・育成にむけての支援

　各関係機関と連携し、障がい者の雇用に関するさまざまな制度、施策などを周知
します。さらに各種雇用制度を活用し、事業主に雇用や就労移行支援の協力要請に
努めます。また、一般企業への就労が困難な方には福祉的就労の場の確保、充実を図
り、自立と社会参加の支援を行います。

④働くための支援・働き続けるための支援

　障がい者や家族、介護者などへの支援体制の充実や気軽に悩みや生活のことを相
談できる体制づくりを進めます。また、障害者総合支援法による支援給付や地域生
活支援事業、地域移行支援を行うほか、関係機関と連携し近年増加している障がい
者への虐待防止に努めます。

⑤地域で安心して暮らしていけるための支援

　町内会、民生児童委員及びボランティアなどの協力を得ながら地域ぐるみで障が
い者を見守る「安全・安心のネットワークづくり」を進めていきます。障がい者への
除雪対策については、社会福祉協議会や除雪ボランティアとの連携強化を図る一
方、災害時の要援護者の避難支援体制の整備に努めます。

⑥安全・安心のまちづくりの推進

　地域に暮らす障がい者が、積極的に文化活動やスポーツ活動に参加し、さまざま
な交流を図ることは生活に豊かさを実感する機会となります。障がい者が生涯学
習、文化活動、スポーツやレクリエーション、ボランティア活動など、幅広い活動に
参加するための条件を整備し、指導者の育成に努めます。

⑦生活に豊かさを与える文化・スポーツ活動の推進

個
性
が
輝
く
、
思
い
や
り
と
ぬ
く
も
り
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち

基
本
理
念

基本方針

■
地
域
全
体
で
支
え
よ
う

　

平
成
25
年
度
よ
り
障
が
い
者
の
地
域
生

活
を
支
援
す
る
た
め
の
「
障
害
者
総
合
支

援
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

障
が
い
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
、
い
き
い
き
と
自
立
し
た
生
活
を

送
る
た
め
に
、
地
域
全
体
で
障
が
い
者
を

支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

計
画
で
は
、
障
が
い
者
の
自
立
と
積
極

的
な
社
会
参
加
を
推
進
し
ま
す
。

　

計
画
期
間
は
平
成
25
年
度
か
ら
29
年
度

ま
で
の
５
年
間
で
、
す
べ
て
の
市
民
を
対

象
と
し
ま
す
。
障
が
い
者
の
範
囲
は
、
身

体
、
知
的
、
又
は
精
神
障
が
い
が
あ
る
人

や
疾
病
な
ど
に
よ
り
日
常
生
活
及
び
社
会

生
活
に
支
障
が
あ
る
人
の
ほ
か
、
発
達
障

が
い
、
て
ん
か
ん
、
難
病
な
ど
に
よ
り
障

が
い
の
あ
る
人
も
含
ま
れ
ま
す
。

■
障
が
い
者
の
状
況

　

平
成
23
年
度
末
の
市
の
人
口
は
２
万
４

０
３
６
人
で
、
平
成
19
年
度
か
ら
２
３
１

１
人
減
少
し
て
お
り
、
障
が
い
者
数
は
、

１
９
９
７
人
（
身
体
１
２
８
８
人
、
知
的

１
９
１
人
、
精
神
５
１
８
人
）
で
人
口
の

８
・
３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

一
見
、
障
が
い
者
数
は
横
ば
い
傾
向
に

見
え
ま
す
が
、
市
の
人
口
が
減
少
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
12
人
に
１
人
の
割

合
と
な
り
、
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
伺

え
ま
す
。

■
安
心
し
て
生
活
を
送
る
た
め
に

　

計
画
で
は
、
第
５
次
留
萌
市
総
合
計
画

と
留
萌
市
障
が
い
者
保
健
福
祉
計
画
に
基

づ
き
、「
個
性
が
輝
く
、
思
い
や
り
と
ぬ

く
も
り
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
を
基
本
理
念

安心、いきいき
思いやりのマチへ

に
掲
げ
、
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理
解
を

深
め
、
保
健
・
医
療
の
充
実
や
雇
用
の
促

進
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
適
切
な

療
育
・
教
育
、さ
ら
に
障
が
い
者
や
家
族
、

介
護
者
へ
の
支
援
体
制
の
確
立
、
そ
れ
に

か
か
わ
る
人
材
育
成
な
ど
７
つ
の
基
本
方

針
を
設
け
、
分
野
別
に
施
策
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
、
住
み
慣
れ
た
マ

チ
で
安
心
し
て
生
活
を
送
る
た
め
に
、
適

切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
と
、
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
発
達
に
遅

れ
の
あ
る
乳
幼
児
の
早
期
療
育
・
訓
練
の

た
め
の
幼
児
療
育
通
園
セ
ン
タ
ー
の
機
能

強
化
や
、
障
が
い
者
へ
の
虐
待
を
防
ぐ
た

め
の
権
利
擁
護
な
ど
、
関
連
機
関
と
の
連

携
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
一
層
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
と

な
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
保
健
福
祉
計
画
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
市
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.

e-rum
oi.jp/

）で

ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

市は、障がい者の自立と積極的な社会参加を促進し、障がいのある人
もない人も共に安心して暮らせるマチづくりを推進するため、全市民
を対象に「留萌市障がい者保健福祉計画（第３期）」を策定しました。

留
萌
市
障
が
い
者
保
健
福
祉
計
画（
第
３
期
）が
ス
タ
ー
ト

障がい者数

総人口
（人）

26,347人 25,459人 25,021人 24,489人 24,036人

1,849人 1,872人 1,911人 1,945人 1,997人
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通
過
型
観
光
を
改
善

　

こ
こ
数
年
、
市
内
の
観
光
客
の
数
は
年

間
26
～
27
万
人
と
横
ば
い
で
、
依
然
と
し

て
「
夏
季
集
中
の
通
過
型
観
光
」
の
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
東

日
本
大
震
災
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
観
光

客
の
旅
行
目
的
や
形
態
の
多
様
化
が
一
層

進
ん
で
お
り
、
新
た
な
観
光
振
興
策
に
よ

る
交
流
人
口
の
増
加
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

市
は
、
現
状
や
課
題
を
踏
ま
え
て
整
理

し
、「
留
萌
で
し
か
」「
留
萌
で
な
ら
」「
留

萌
の
良
さ
」
を
『
留
萌
ら
し
さ
』
と
し
て
、

訪
れ
る
人
に
体
験
・
体
感
で
き
る
“
観
光

の
あ
り
方
”
を
共
有
し
て
一
体
と
な
っ
て

推
進
し
て
い
く
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め

ま
し
た
。

新
た
な
エ
リ
ア
を
目
指
し
て

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
第
５
次
留
萌
市
総

合
計
画
の
イ
ベ
ン
ト
・
観
光
に
か
か
る
分

野
別
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

食
や
健
康
、
環
境
な
ど
を
テ
ー
マ
に
留

３
点
を
理
念
に
施
策
を
展
開

　

留
萌
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
観
光

の
特
徴
や
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、「
人

（
材
、
情
）・
地
（
ス
ポ
ッ
ト
や
場
）・
モ

ノ
（
食
や
イ
ベ
ン
ト
）」
を
活
か
し
、
留

萌
ら
し
さ
を
体
験
・
体
感
で
き
る
観
光
の

実
現
を
目
指
し
て
３
点
を
基
本
理
念
に
掲

げ
ま
し
た
。

　

①
留
萌
の
「
自
然
」
や
「
食
」
と
連
携

し
た
賑
わ
い
の
創
出
と
交
流
の
促
進

　

海
や
夕
陽
と
い
っ
た
景
観
の
素
晴
ら
し

さ
や
農
水
産
物
、
加
工
品
な
ど
を
観
光
資

源
と
と
ら
え
、
物
産
振
興
と
一
体
と
な
っ

た
展
開
と
紙
媒
体
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

K
A
Z
U
M
O
ち
ゃ
ん
な
ど
の
活
用
で
広

域
的
な
観
光
P
R
を
行
い
ま
す
。

　

②
留
萌
ら
し
さ
を
活
か
し
た
観
光
地
づ

く
り

　

留
萌
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
提

案
と
特
色
あ
る
食
文
化
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な

ど
、
新
た
な
観
光
資
源
の
創
出
、
定
着
化

を
図
り
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
支
援
を
通

じ
て
、交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　

③
留
萌
の
観
光
を
支
え
る
人
材
と
受
け

入
れ
環
境
づ
く
り

　

観
光
施
設
の
整
備
や
修
繕
を
適
切
に
行

い
、
安
心
・
安
全
に
配
慮
し
た
基
盤
の
維

持
・
確
保
と
観
光
に
か
か
わ
る
人
材
の
育

成
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

◯るもい浜焼き
留萌の特色を活かした食文化のブラン
ド化として、現在、売り出し中の「るも
い浜焼き」。

◯うまいよ！るもい市
ウニの詰め放題が人気のうまいよ！る
もい市。観光客のほか、市民の皆さん
にも好評です。

○留萌のカズノコ
日本一の生産量を誇るカズノコなどの
農・水産物のブランド化と一体となっ
た観光のＰＲ。

◯黄金岬の夕陽
日本一の夕陽で知られる黄金岬。観光
シーズンになると多くの人が訪れ、ロ
マン誘う夕景を楽しみます。

■観光振興ビジョン2013の基本理念と施策の展開方針

【展開方針】　留萌市外に向け『出向く』『発信する』ことによる観光振興を進める

【展開方針】　留萌市に『来てもらう』『おもてなしをする』ことによる観光振興を進める

留
萌
ら
し
さ
を

体
験
・
体
感
で
き
る

　
　
　
　
　観
光
へ【展開方針】　留萌市の観光基盤を『整備する』、観光を担う『人材を育成する』ことによる観光振興を進める

留萌の「自然」や「食」と連携した賑わいの創出と交流の促進1

2

3

留萌らしさを活かした観光地づくり

留萌の観光を支える人材と受け入れ環境づくり

市
は
、
地
域
の
恵
ま
れ
た
景
観
や
多
彩
な
食
、
歴
史
や
文
化
の
魅
力
を
活
か
し
、
留

萌
ら
し
さ
を
体
験
・
体
感
で
き
る
観
光
の
実
現
に
向
け
て
「
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
１
３
」を
策
定
し
ま
し
た
。
観
光
に
携
わ
る
団
体
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な

っ
て
、
留
萌
の
観
光
の
魅
力
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

留萌市観光振興ビジョン2013を策定しました。

マ
チ
ぐ
る
み
で
お
も
て
な
し

　

観
光
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
は
一
過
性

の
も
の
で
は
な
く
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
留
萌
の
観
光
を

充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
、
市

民
、
市
内
外
の
団
体
な
ど
と
方
向
性
を
確

認
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
実
質
的
な
活

動
に
は
行
政
だ
け
で
は
な
く
、N
P
O
法

人
留
萌
観
光
協
会
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆

萌
の
多
様
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光

マ
チ
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
北
海
道
の
新

た
な
観
光
エ
リ
ア
を
目
指
し
、
交
流
人
口

の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　

計
画
期
間
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
29
年

度
の
５
年
間
で
す
。

特
色
あ
る
資
源
の
掘
り
起
こ
し

　

留
萌
は
、
国
内
や
道
内
の
有
名
観
光
地

に
比
べ
、
知
名
度
の
高
い
観
光
資
源
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
歴
史
や
文
化
、
豊
か
な
自

然
の
景
観
や
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
、
イ
ベ
ン

ト
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
を
通
し
て
観
光

振
興
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
近
年
で
は
、

市
民
や
若
手
経
済
人
の
主
導
に
よ
る
特
色

あ
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
昨
年
好
評
だ
っ
た
「
レ
ト
ロ
バ

ス
」の
運
行
や「
う
ま
い
よ
！
る
も
い
市
」、

「
留
萌
海
岸
花
火
大
会
」
な
ど
を
継
続
し
、

観
光
客
を
お
も
て
な
し
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
に
誕
生
し
た
ゆ
る
キ
ャ
ラ

「
K
A
Z
U
M
O
ち
ゃ
ん
」
も
市
内
外
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
留

萌
の
観
光
と
カ
ズ
ノ
コ
の
P
R
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
規
格
幹
線
道
路
が
留
萌
大
和

田
I
C
ま
で
開
通
し
た
こ
と
で
、
札
幌
市

や
旭
川
市
な
ど
の
道
内
中
核
都
市
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
や
物
流
に
お
け
る
交
通
の
便
が

向
上
し
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
の
入
り
込

み
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
歴
史
に
育
ま
れ
た
文
化
や
市

民
が
愛
着
を
持
つ
景
観
な
ど
、
貴
重
な
資

源
を
次
世
代
に
継
承
し
つ
つ
、
気
づ
か
れ

ず
に
い
た
新
た
な
素
材
の
掘
り
起
こ
し
や

磨
き
上
げ
を
観
光
に
携
わ
る
団
体
や
市

民
、
近
隣
市
町
村
と
連
携
、
協
力
し
な
が

ら
留
萌
ら
し
い
観
光
地
づ
く
り
の
施
策
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ん
や
民
間
の
企
業
な
ど
と
連
携
を
し
な

が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
れ
に
は
、
留
萌
を
訪
れ
る
観
光
客
を

温
か
く
迎
え
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
『
留

萌
ら
し
さ
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
マ
チ
ぐ
る

み
で
お
も
て
な
し
を
す
る
と
い
う
思
い
が

大
切
に
な
り
ま
す
。

　

留
萌
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
３

の
詳
細
は
、市
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.e-rum

oi.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲レトロバス「カズモちゃん号」

▲KAZUMOちゃん
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《平成25年1月18日開催》報告及び審議事項
 【総　務　部】　
○防災マップについて　他
 【地域振興部】
○第２次留萌市食育推進計画の
　策定について
○平成24年度消費者生活相談
　の活動状況について
○留萌市観光振興ビジョンの策定について
○日本ハム留萌市応援大使事業について　他
 【都市環境部】 
○「新しいごみ分別排出・収集市民説明会」の報告について
○留萌南部衛生組合廃棄物の処理及び清掃に関する条例について
○市内除排雪状況の町内会周知と排雪の進捗状況について
○平成24年度2月補正予算（一般会計・水道事業)について

《平成25年1月23日開催》報告及び審議事項
 【都市環境部】 
○一般廃棄物最終処分場被覆施設の倒壊について

《平成25年2月22日開催》報告及び審議事項
 【総　務　部】
○平成24年度補正予算概要及び平成25年度予算概要について
○平成25年度主要事業について
○留萌市一般職員給与条例の一部を改正する条例の一部
　を改正する条例制定について
○留萌市退職手当支給条例等の一部を改正する条例制定について
○留萌市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を
　改正する条例制定について
○留萌市災害対策本部条例の一部を改正する条例制定について
○留萌市防災会議条例の一部を改正する条例制定について　他
 【地域振興部】
○広報誌に係るプロポーザルの実施状況について
○留萌市男女共同参画基本計画(案)について
○第2次留萌市食育推進計画(案)について
○留萌市観光振興ビジョン(案)について
○平成24年度補正予算について
○平成25年度地域振興部主要施策について
○港湾環境整備事業について　他
 【都市環境部】
○一般廃棄物最終処分場被覆施設の事故報告について
○専決処分の報告(損害賠償)について
○平成24年度3月補正予算(水道事業・特別会計)
　及び平成25年度予算(水道事業・特別会計)について
○留萌市水道事業給水条例の一部を改正する条例について
○留萌市営住宅等の整備基準に関する条例について
○平成25年度都市環境部主要事業について　他

《平成25年1月18日開催》報告及び審議事項
 【市民健康部】
○平成24年度補正予算（案）について
　・重点分野雇用創造事業
 【教育委員会】
○平成24年度補正予算（案）について
　・留萌市幼児療育通園センター改修事業
○平成24年フッ化物洗口
　実施経過報告について
○留萌小学校改築事業に
　ついて
○佐賀番屋母屋の暴風雪
　による災害報告につい
　て
 【市 立 病 院】
○平成24年度患者集計表（12月分）について

《平成25年2月21日開催》報告及び審議事項
 【教育委員会】
○平成24年度　３月補正予算（案）について
○平成25年度　一般会計当初予算（案）について
○留萌市社会教育委員設置条例の一部改正について
○留萌市における平成24年度全国学力・学習状況調査　
　の結果について
○留萌市学校施設の耐震化状況について
 【市民健康部】
○平成24年度　３月補正予算（案）について
○平成25年度予算（案）について　
○留萌市指定地域密着型サービス及び指定地域密着型介
　護予防サービスの事業に関する基準等を定める条例制
　定（案）について
○留萌市新型インフルエンザ等対策本部条例制定（案）に
　ついて
○留萌市増毛町小平町市町村審査会共同設置規約の一部
　を改正する規約（案）について
○留萌市障がい者保健福祉計画（案）について
○生活保護受給者の就労支援について
○留萌市特定健康診査等実施計画（第２期)（案）について
 【市 立 病 院】
○病院事業会計予算（案）の概要について
○損害賠償の額の決定について
○平成24年度患者集計表（１月分）について
○患者一部負担金の未収金について
○平成25年度医師体制について

第１常任委員会 第２常任委員会

報　　　告
第２号　専決処分の報告について（損害賠償について）

議　　　案
第３号　平成24年度留萌市一般会計補正予算（第９号）
第４号　平成24年度留萌市国民健康保険事業特別会計補正予算

（第３号）
第５号　平成24年度留萌市後期高齢者医療事業特別会計補正予

算（第１号）
第６号　平成24年度留萌市介護保険事業特別会計補正予算（第

２号）
第７号　平成24年度留萌市港湾事業特別会計補正予算（第３号）
第８号　平成24年度留萌市下水道事業特別会計補正予算（第１

号）
第９号　平成24年度留萌市水道事業会計補正予算（第２号）
第10号　平成24年度留萌市病院事業会計補正予算（第１号）
第11号　損害賠償の額の決定について
第12号　平成25年度留萌市一般会計予算
第13号　平成25年度留萌市国民健康保険事業特別会計予算
第14号　平成25年度留萌市後期高齢者医療事業特別会計予算
第15号　平成25年度留萌市介護保険事業特別会計予算
第16号　平成25年度留萌市港湾事業特別会計予算
第17号　平成25年度留萌市下水道事業特別会計予算
第18号　平成25年度留萌市水道事業会計予算
第19号　平成25年度留萌市病院事業会計予算
第20号　留萌市議会議員及び留萌市長の選挙における選挙運動

の公費負担に関する条例の一部を改正する条例制定に
ついて

第21号　留萌市一般職員給与条例の一部を改正する条例の一部
を改正する条例制定について

第22号　留萌市報酬及び費用弁償支給条例の一部を改正する条
例制定について

第23号　留萌市職員退職手当支給条例等の一部を改正する条例
制定について

第24号　留萌市水道事業給水条例の一部を改正する条例制定に
ついて

第25号　留萌市コミュニティセンターの指定管理者の指定につ
いて

第26号　留萌市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を
改正する条例制定について

平成25年第１回定例会（3月5日から3月19日）で

可決されました報告１件、議案43件、意見書５件

の内容を紹介いたします。

第27号　留萌市議会の議員その他の非常勤の職員の公務災害補
償等に関する条例及び留萌市住宅改修促進助成条例の
一部を改正する条例制定について

第28号　留萌市営住宅管理条例及び留萌市営改良住宅管理条例
の一部を改正する条例制定について

第29号　留萌市営住宅等の整備基準に関する条例制定について
第30号　留萌市新型インフルエンザ等対策本部条例制定につい

て
第31号　留萌市指定地域密着型サービス及び指定地域密着型介

護予防サービスの事業に関する基準等を定める条例制
定について

第32号　留萌市廃棄物の適正処理及び環境美化に関する条例の
一部を改正する条例制定について

第33号　留萌市道路の構造の技術的基準等を定める条例制定に
ついて

第34号　留萌市高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に係
る道路の構造に関する基準を定める条例制定について

第35号　留萌市準用河川管理施設等の構造の技術的基準を定め
る条例制定について

第36号　留萌市都市公園条例の一部を改正する条例制定につい
て

第37号　留萌市社会教育委員設置条例の一部を改正する条例制
定について

第38号　留萌市災害対策本部条例の一部を改正する条例制定に
ついて

第39号　留萌市防災会議条例の一部を改正する条例制定につい
て

第40号　留萌市増毛町小平町市町村審査会共同設置規約の変更
について

第41号　留萌市勤労福祉センターの指定管理者の指定について
第42号　留萌市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当

に関する条例の一部を改正する条例制定について
第43号　留萌市議会政務活動費交付条例の一部を改正する条例

制定について
第44号　平成24年度留萌市一般会計補正予算（第10号）
第45号　平成25年度留萌市一般会計補正予算（第１号）

意　見　書
第１号　配合飼料の価格高騰対策を求める意見書
第２号　中小企業の再生・活性化策の充実・強化を求める意見書
第３号　ブラッドパッチ療法の保険適用及び脳脊髄液減少症の

診断・治療の推進を求める意見書
第４号　ＴＰＰ交渉参加反対に関する意見書
第５号　自治体財政の確保と地方分権の確立を求める意見書

P12	 平成25年度第1回定例会議決事項

P13	 常任委員会の動き

P14〜18　第１回定例会一般質問項目

P18	 組合議会報告

P19	 議会活性化推進特別委員会からの

	 報告ほか　

防災ガイド・マップ

留萌市幼児療育通園センター
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留 萌 市 議 会 だ よ り

一
、
平
成
二
十
五
年
度
主
要
施
策

　

の
実
施
に
つ
い
て

　

・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ビ
ー
チ
る
も
い

　

の
宿
泊
施
設
事
業

　

・
船
場
公
園
事
業

二
、
今
期
の
大
雪
対
策
に
つ
い
て

　

・
自
衛
隊
協
力
要
請

　

・
災
害
対
策
本
部
の
設
置

　

・
大
雪
に
対
す
る
今
後
の
課
題

問
一 

新
財
政
健
全
化
計
画
は
順

調
に
推
移
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
が
温
水
プ
ー
ル
ぷ
る
も
の
休
止

平
成
25
年 

第
1
回
定
例
会

鵜
城　

雪
子　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

や
町
内
会
の
助
成
な
ど
多
く
の
課

題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
状
況
下
で
市
街
地
か
ら
遠

い
ゴ
ー
ル
デ
ン
ビ
ー
チ
の
宿
泊
施

設
で
は
経
済
効
果
が
期
待
で
き
な

い
。
街
中
の
空
き
店
舗
利
用
や
統

廃
合
さ
れ
る
空
き
校
舎
を
活
用
す

る
な
ど
の
検
討
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
通
年
使
用
の
維
持

管
理
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

答
一 

留
萌
の
イ
メ
ー
ジ
は
海
で

あ
り
、
海
の
体
験
が
留
萌
を
知
る

こ
と
に
な
る
。
観
光
客
や
お
試
し

移
住
に
よ
り
市
内
で
の
経
済
効
果

が
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

　

維
持
管
理
は
観
光
協
会
と
協
議

し
て
こ
れ
か
ら
決
め
て
い
き
た
い
。

問
二 

市
内
は
一
月
三
日
の
記
録

的
な
豪
雪
の
影
響
に
よ
り
、
二
週

間
余
り
留
萌
市
の
都
市
機
能
は
完

全
に
マ
ヒ
し
、
特
に
交
通
機
関
に

は
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　

透
析
患
者
の
命
に
関
わ
る
要
請

を
受
け
、
災
害
特
別
便
を
国
内
で

初
め
て
運
行
さ
せ
る
な
ど
、
路
線

バ
ス
が
正
常
化
す
る
ま
で
に
十
五

日
間
を
有
し
、
人
命
に
も
関
わ
る

非
常
事
態
だ
っ
た
と
思
う
が
、
自

衛
隊
に
災
害
派
遣
要
請
を
行
な
わ

ず
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
な

か
っ
た
理
由
を
伺
う
。

答
二 

人
命
保
護
や
人
命
救
助
に

関
わ
る
事
案
は
発
生
し
て
い
な
い

た
め
、
自
衛
隊
へ
の
要
請
は
必
要

が
な
い
と
判
断
し
た
。
対
策
本
部

の
設
置
を
し
な
く
て
も
、
除
雪
業

者
や
関
係
機
関
と
の
連
携
で
対
応

可
能
だ
と
判
断
し
た
。

一
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
に

　

つ
い
て

　

・
風
力
発
電
に
伴
う
送
電
網

　

の
増
強
に
つ
い
て

　

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
可
能
性

　

に
つ
い
て

二
、
地
産
地
消
と
一
次
産
業
の
推

　

進
に
つ
い
て

　

・
農
林
水
産
業
の
推
進
に
つ
い
て

　

・
六
次
産
業
化
の
可
能
性
に
つ

　

い
て

問
一 

政
府
は
二
十
五
年
度
予
算

と
し
て
、二
五
〇
億
円
を
投
入
し
、

旭
川
以
北
の
三
ル
ー
ト
で
送
電
網

を
整
備
す
る
予
定
で
あ
り
、
留
萌

に
お
い
て
も
風
力
関
連
の
事
業
が

進
ん
で
い
く
と
考
え
る
が
、
例
え

燕　
　

昌
克　
議
員

（
萌
政
会
）

ば
、
礼
受
よ
り
風
況
が
よ
い
三
泊

埠
頭
で
の
風
力
発
電
事
業
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

答
一 

風
力
発
電
の
送
電
網
を
整

備
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し
、

新
産
業
創
出
等
の
増
大
な
ど
、
風

力
発
電
の
可
能
性
に
期
待
し
て
い

る
。
三
泊
埠
頭
は
現
在
、
荷
さ
ば

き
場
、
石
炭
の
堆
積
場
と
し
て
活

用
し
て
お
り
、
港
湾
計
画
と
の
整

合
性
や
事
業
者
と
の
調
整
が
必
要

で
あ
る
が
、
設
置
は
不
可
能
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
二 

留
萌
は
海
・
山
・
川
・
湖

を
も
っ
た
季
節
感
あ
ふ
れ
る
マ
チ

で
あ
り
、「
留
萌
な
ら
で
は
」
を

創
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

連
携
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
こ
の

マ
チ
の
未
来
の
発
展
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。
六
次
産
業
化
を
軸
と

し
た
具
体
的
な
考
え
を
示
し
て
ほ

し
い
。

答
二 

一
次
産
業
の
価
値
を
高
め

る
た
め
に
、
六
次
産
業
化
や
生
産

者
と
関
係
者
が
連
携
し
た
農
商
工

連
携
の
取
組
を
推
進
し
た
い
。

　

減
圧
平
衡
発
熱
乾
燥
機
を
活
用

し
た
乾
燥
り
ん
ご
の
商
品
が
好
調

で
あ
る
。
新
た
な
商
品
化
を
積
極

的
に
進
め
、
多
様
な
業
種
が
連
携

し
て
取
り
組
め
る
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
。

一
、
市
政
執
行
方
針
に
お
け
る
課

　

題
に
つ
い
て

　

・
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

　

・
低
所
得
世
帯
へ
の
支
援
に
つ

　

い
て

　

・
温
水
プ
ー
ル
「
ぷ
る
も
」
に

　

つ
い
て

二
、
防
災
と
地
域
の
つ
な
が
り
に

　

つ
い
て

　

・
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り

　

に
つ
い
て

　

・
防
災
ガ
イ
ド
・
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

　

・
災
害
時
の
情
報
提
供
・
情
報

　

伝
達
の
強
化
に
つ
い
て

　

・
地
域
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て

問
一 

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

い
て
、
市
長
が
唱
え
る
二
期
目
の

目
指
す
留
萌
の
姿
は
見
え
て
き
た

の
か
。
ま
た
、
体
験
・
体
感
宿
泊

施
設
に
つ
い
て
、
過
去
の
ハ
コ
モ

ノ
行
政
が
財
政
を
厳
し
く
し
た
。

　

観
光
施
策
に
つ
い
て
は
、
民
間

へ
の
支
援
な
ど
で
実
現
す
べ
き
と

野
呂　

照
幸　
議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

考
え
る
が
。

答
一 

二
期
目
の
最
終
年
と
な
る

が
、
こ
の
間
地
域
医
療
を
守
り
、

財
政
再
生
団
体
へ
の
転
落
を
防
ぐ

た
め
に
市
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご

協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
新
財
政
健

全
化
計
画
に
取
り
組
み
、
何
と
か

市
政
運
営
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
民
間
に
新
た
な
ホ
テ
ル

建
設
の
動
き
は
な
く
、
安
価
で
子

ど
も
た
ち
が
利
用
で
き
る
施
設
が

必
要
と
考
え
る
。

問
二 

防
災
ガ
イ
ド
・
マ
ッ
プ
は
、

配
布
周
知
に
と
ど
め
る
こ
と
な

く
、
利
活
用
を
ど
う
図
る
の
か
。

　

ま
た
、
沿
岸
部
の
町
内
会
で
自

主
管
理
を
考
え
て
い
る
が
、
避
難

路
の
冬
期
間
の
管
理
は
ど
う
す
る

の
か
。

答
二 

各
家
庭
に
お
い
て
は
、
目

に
付
き
や
す
い
所
に
保
管
を
し
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
て
て
頂

き
、
市
民
の
防
災
意
識
の
啓
発
、

防
災
対
応
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
利

活
用
し
た
い
。
冬
期
間
の
避
難
路

は
車
で
逃
げ
る
こ
と
を
基
本
と

し
、
二
十
五
年
度
予
算
案
の
支
援

事
業
で
自
主
管
理
を
で
き
な
い
か

協
議
し
た
い
。

一
、『
十
五
ヵ
月
予
算
』
経
済
再

　

生
対
策
に
つ
い
て

　

・
政
府
予
算
が
地
方
自
治
体
予

　

算
に
及
ぼ
す
影
響

二
、「
女
性
の
健
康
」
と
「
子
供

　

の
未
来
」
守
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

・
定
期
接
種

　

・
検
診
ク
ー
ポ
ン
・
特
定
健
診

三
、
省
エ
ネ
・
再
生
エ
ネ
研
究
開
発

　

・
送
電
線
網
敷
設

　

・
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
開
発

四
、
市
財
政
健
全
化
に
関
す
る
評

　

価
と
推
移
に
つ
い
て

　

・
財
政
健
全
化

　

・
病
院
改
革
プ
ラ
ン

問
一 

三
・
一
一
東
日
本
大
震
災

か
ら
二
年
、
福
島
原
発
事
故
の
現

況
は
一
つ
も
変
化
が
な
く
、
原
発

に
頼
ら
な
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

の
必
要
性
を
切
実
に
感
じ
ま
す
。

　

国
は
十
三
年
度
予
算
に
送
電

線
網
の
敷
設
整
備
費
と
し
て

二
五
〇
億
円
を
計
上
し
風
力
発
電

な
ど
の
導
入
拡
大
の
推
進
に
大
き

く
動
き
ま
す
。
留
萌
市
は
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
の
先
進
的
な
取
り

組
み
を
し
て
、
特
に
風
力
発
電
で

は
優
れ
た
潜
在
力
が
評
価
さ
れ
地

域
活
性
化
策
の
積
極
的
な
取
り
組

み
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
た
い
。

答
一 

昭
和
五
十
五
年
全
国
に
先

駆
け
「
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
」
を

設
置
し
風
力
・
波
力
な
ど
の
調
査

を
行
な
っ
た
経
過
が
あ
る
。

　

今
後
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
動
向
を
見
守
り
、
情
報
収
集
を

行
い
、
オ
ロ
ロ
ン
ラ
イ
ン
地
域
研

究
会
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
振

興
機
構
に
参
加
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
可
能

性
に
つ
い
て
の
研
究
が
必
要
と
考

え
る
。

問
二 

財
政
健
全
化
の
判
断
比
率

（
連
結
実
質
赤
字
比
率
・
実
質
公

債
費
比
率
）
の
現
状
と
今
後
（
平

成
二
十
五
～
二
十
七
）
の
見
込
み

を
知
り
た
い
。
特
に
病
院
改
革
プ

ラ
ン
の
病
床
利
用
率
は
二
十
四
年

七
十
％
の
目
標
を
達
成
可
能
か
。

答
二 

平
成
二
十
四
年
健
全
化
判

断
比
率
の
見
込
み
は
計
画
通
り
推

移
し
て
い
る
。

　

今
後
、
早
期
健
全
化
基
準
を
上

回
ら
な
い
適
正
な
運
営
に
努
め
ま

す
。
病
院
改
革
プ
ラ
ン
病
床
利
用

率
七
十
％
達
成
は
困
難
と
思
わ
れ

ま
す
。

一
、
災
害
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

　

・
一
月
三
日
の
豪
雪
災
害
と
危

　

機
管
理
に
つ
い
て

　

・
豪
雪
・
暴
風
雪
対
策
に
つ
い
て

二
、
地
域
の
経
済
循
環
に
つ
い
て

　

・
地
域
の
条
件
を
活
か
し
た
仕

　

事
の
創
出
に
つ
い
て

　

・
異
業
種
の
連
携
・
創
意
で
新

　

た
な
仕
事
の
創
出
に
つ
い
て

三
、
財
政
健
全
化
に
つ
い
て

　

・
達
成
状
況
と
人
件
費
・
ぷ
る

　

も
の
再
開
に
つ
い
て

　

・
新
規
投
資
事
業
に
つ
い
て

問
一 

一
月
三
日
の
豪
雪
災
害
対

策
に
当
た
っ
て
、市
長
は
朝
五
時
、

九
時
、
午
後
一
時
と
三
回
に
わ
た

り
市
内
を
巡
回
、
四
日
朝
臨
時
部

天
谷　

孝
行　
議
員

（
公
明
党
）

坂
本　
　

茂　
議
員

（
無
党
派
）

長
会
議
を
開
き
「
通
常
の
除
雪
体

制
で
対
応
す
る
こ
と
を
確
認
。
除

雪
受
託
業
者
に
バ
ス
路
線
の
優
先

除
雪
を
要
請
し
た
」
と
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
の
事
態
は
、

市
内
循
環
バ
ス
が
十
四
日
間
に
わ

た
っ
て
運
休
。
介
護
ヘ
ル
パ
ー
が

透
析
患
者
を
背
負
っ
て
移
送
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

高
齢
者
か
ら
は
「
救
急
車
が
来

て
く
れ
る
か
不
安
だ
っ
た
」等
々
、

と
て
も
通
常
の
体
制
で
対
処
で
き

る
状
況
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
証

明
。「
災
害
対
策
本
部
」
を
立
ち

上
げ
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
危

機
管
理
に
当
た
る
べ
き
で
は
な

か
っ
た
の
か
。

答
一 

積
雪
の
多
さ
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
罹
患
な

ど
除
雪
の
遅
れ
に
よ
り
バ
ス
利
用

者
に
大
変
不
便
を
お
か
け
し
た
こ

と
を
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

▲雪に埋もれたバス停

▲りんごのきもち

▲ゴールデンビーチ

▲留萌・礼受風力発電所

▲除排雪作業



17 16

留 萌 市 議 会 だ よ り

こ
の
経
験
を
今
後
に
活
か
し
た

い
。問

二 
職
員
給
与
十
五
％
削
減
、

温
水
プ
ー
ル
休
止
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
新
た
に
借
金
を
し
「
留
萌
体

験
・
体
感
宿
泊
施
設
」
を
建
設
す

る
こ
と
を
良
と
す
る
訳
に
い
か
な

い
。
津
波
対
策
、
防
災
が
叫
ば
れ

る
中
で
ビ
ー
チ
に
施
設
を
造
る
こ

と
も
適
切
と
は
思
わ
な
い
が
い
か

が
か
。

答
二 

海
で
の
体
験
・
体
感
、
定

住
希
望
者
の
仮
住
ま
い
拠
点
と
し

て
、
財
政
健
全
化
計
画
範
囲
の
も

の
。
利
活
用
宣
伝
は
こ
れ
か
ら
。

一
、
船
場
公
園
の
今
後

　

・
管
理
棟
の
機
能
に
つ
い
て

　

・
道
の
駅
構
想
の
具
現
化
に
つ

　

い
て

二
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
行
政
の
考

　

え
方
に
つ
い
て

　

・
留
萌
小
学
校
の
校
区
傘
下
町

　

内
会
と
の
連
携
に
つ
い
て

　

・
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
た

　

め
に

　

・
安
心
の
学
校
給
食
施
設
に
つ

　

い
て

三
、
定
住
促
進
と
高
齢
者
の
生
活

　

・
高
齢
者
の
転
出
防
止
策

　

・
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
の
意
義

　

・
空
き
店
舗
等
の
効
率
的
な
活

　

用
策

問
一 

今
年
度
、
管
理
棟
実
施
設

計
に
入
る
が
財
政
難
の
中
で
進
め

る
事
業
と
し
て
経
済
効
果
や
、
公

園
の
持
つ
機
能
に
よ
る
観
光
や
、

市
民
の
健
康
な
ど
波
及
効
果
を
考

え
た
最
大
限
の
利
活
用
が
求
め
ら

れ
る
船
場
公
園
の
今
後
を
市
長
は

ど
う
し
た
い
の
か
。
広
く
市
民
に

問
う
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答
一 

補
助
事
業
の
採
択
要
件
に

合
う
最
大
限
の
利
活
用
を
考
え
て

い
く
。

　

関
係
団
体
な
ど
の
意
見
も
聞
き

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問
二 

毎
年
入
っ
て
く
る
よ
り
出

て
行
く
人
の
ほ
う
が
多
い
の
が
現

状
だ
。

　

そ
れ
は
若
年
者
の
就
職
先
が
少

な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
高
齢
者

の
転
出
も
ま
た
多
い
の
が
現
実

だ
。
平
成
二
十
三
年
八
十
八
人
、

二
十
四
年
も
す
で
に
八
十
二
人
転

出
し
て
い
る
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ビ
ー

チ
に
体
験
・
体
感
宿
泊
施
設
を
計

画
し
、
プ
チ
定
住
を
経
験
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

今
、
こ
の
町
に
住
む
方
達
を
優
先

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

高
齢
者
の
転
出
防
止
策
と
し

て
、
安
心
の
提
供
の
た
め
に
生
活

支
援
ハ
ウ
ス
な
ど
で
街
中
居
住
の

促
進
を
し
て
は
ど
う
か
。

答
二 

独
居
高
齢
者
が
一
人
暮
ら

し
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
こ
と
は

理
解
し
て
い
る
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
て
い
き

た
い
。
長
い
入
院
生
活
の
後
、
一

人
暮
ら
し
に
ま
だ
不
安
の
あ
る
方

な
ど
に
は
必
要
だ
と
認
識
し
て
い

る
。

　

他
の
市
町
村
な
ど
の
様
子
も
研

究
し
て
い
き
た
い
。

一
、
財
政
運
営
に
つ
い
て

　

・
地
方
交
付
税

　

・
公
共
事
業

　

・
職
員
給
与

二
、
港
湾
行
政
に
つ
い
て

　

・　
現
状
の
課
題

　
　

今
後
の
展
望

三
、
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

・　
将
来
計
画

　

・　
事
業
の
執
行
体
制

四
、
教
育
行
政
に
つ
い
て

　

・　
学
校
給
食

　

・　
文
化
施
策

問
一 

港
湾
を
見
る
と
き
に
、
船

舶
の
入
港
数
や
、
貨
物
の
取
り
扱

い
量
に
注
目
が
集
ま
る
が
、
留
萌

港
の
現
状
は
極
め
て
厳
し
い
。

　

二
十
五
年
度
は
「
留
萌
港
貿
易

可
能
性
調
査
事
業
」
と
し
て
、
実

証
試
験
及
び
需
要
調
査
を
行
う
と

の
こ
と
だ
が
、
物
流
の
活
発
な
突

破
口
と
な
る
の
か
、
具
体
的
な
展

望
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
一 

留
萌
港
の
背
後
圏
に
お
け

る
森
林
の
樹
種
は
、
ほ
と
ん
ど
が

ト
ド
マ
ツ
だ
が
、
伐
採
樹
齢
に
達

し
、
間
伐
を
行
う
に
し
て
も
、
そ

の
利
用
が
な
い
こ
と
か
ら
、
道
内

や
国
内
だ
け
で
な
く
、
海
外
（
中

国
）
に
輸
出
す
る
こ
と
で
、
今
後

の
活
用
施
策
と
留
萌
港
の
利
活
用

を
見
い
出
し
て
い
き
た
い
。

問
二 

平
成
二
十
八
年
度
ま
で
の

九
カ
年
計
画
で
、
沖
見
配
水
場
等

の
施
設
を
改
修
し
、
施
設
全
体
の

延
命
化
を
図
る
事
業
を
進
め
て
い

る
が
、
今
後
は
、
安
心
、
安
全
を

考
え
る
と
、
増
毛
町
新
信
砂
浄
水

場
等
の
改
修
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
平
成
二
十
九
年
度

以
降
の
将
来
計
画
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

答
二 

配
水
施
設
整
備
事
業
終
了

後
の
、
二
十
九
年
度
以
降
に
つ
い

て
は
、
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

き
、
新
信
砂
の
取
水
、
導
水
施
設

の
改
修
、
留
萌
ま
で
の
延
長
十
三

㎞
の
送
水
管
の
更
新
、
耐
震
化
を

進
め
、
施
設
の
安
全
で
安
定
し
た

水
道
事
業
の
運
営
に
努
め
て
い
く
。

一
、「
留
萌
な
ら
で
は
を
創
る
」

　

た
め
に

　
・ 「
対
話
」
と
「
協
働
」、「
期
待
」

　

に
込
め
ら
れ
た
も
の

二
、
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

　

・
障
害
者
総
合
支
援
法
な
ど
国

　

の
施
策
に
つ
い
て

　

・
障
が
い
者
保
健
福
祉
計
画
に

野
崎　

良
夫　
議
員

（
無
会
派
）

松
本　

衆
司　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

　

つ
い
て

三
、
留
萌
市
に
お
け
る
高
等
学
校

　

教
育
に
つ
い
て

　

・
留
萌
市
の
対
応

問
一 

障
害
者
総
合
支
援
法
の
制

定
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
メ

ニ
ュ
ー
が
実
施
さ
れ
て
い
く
の

か
。
ま
た
、
法
定
化
さ
れ
た
自
立

支
援
協
議
会
の
現
状
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理
解
と

共
感
の
醸
成
に
お
い
て
、
広
報
啓

発
の
現
状
と
市
民
と
の
交
流
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
。

答
一 

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
は
重
度

訪
問
介
護
の
拡
大
、
ケ
ア
ホ
ー
ム

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の
一
元

化
、地
域
移
行
支
援
の
対
象
拡
大
、

地
域
生
活
支
援
事
業
の
追
加
な
ど

が
あ
る
。
自
立
支
援
協
議
会
は
昨

年
一
回
の
開
催
で
あ
る
。
理
解
と

共
感
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
に
対

し
、
誤
解
や
偏
見
が
あ
っ
た
り
、

社
会
参
加
が
少
な
い
こ
と
も
あ
る

た
め
、広
報
誌
で
法
改
正
や
虐
待
防

止
の
周
知
を
行
い
、交
流
の
機
会
と

し
て
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」「
ス
マ
イ

ル
ハ
ー
ト
劇
場
」を
実
施
し
た
。

問
二 

留
萌
高
校
に
つ
い
て
は
、

学
区
に
お
け
る
学
校
・
学
科
の
配

置
状
況
や
地
域
の
要
望
等
を
総
合

的
に
勘
案
す
る
と
共
に
、
今
後
の

学
校
再
編
を
円
滑
に
実
施
す
る
た

め
に
平
成
二
十
六
年
度
に
普
通
科

単
位
制
を
導
入
す
る
が
、
今
後
の

対
応
を
ど
う
考
え
る
。

答
二 

平
成
二
十
九
年
度
の
再
編

に
向
け
、
普
通
科
単
位
制
と
職
業

科
学
年
制
と
の
学
科
集
合
型
併
置

校
の
設
置
に
向
け
、
運
営
委
員
会

に
お
い
て
、
学
科
・
学
級
数
・
校

舎
を
始
め
と
す
る
課
題
を
整
理

し
、
議
論
を
深
め
、
平
成
二
十
五

年
度
末
ま
で
に
は
道
教
委
等
に
提

言
し
た
い
。

一
、
平
成
二
十
五
年
度
主
要
施
策

　

の
特
性
に
つ
い
て

　

・
市
民
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
に

　

つ
い
て

二
、
留
萌
市
の
景
気
対
策
に
つ
い
て

　

・
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

　

・
地
元
企
業
対
策
と
育
成
に
つ

　

い
て

三
、
留
萌
市
の
人
口
減
少
問
題
に

　

つ
い
て

　

・
留
萌
市
の
人
口
減
少
の
現
状

　

と
課
題
に
つ
い
て

　

・
こ
れ
か
ら
の
対
策
に
つ
い
て

問
一 

雇
用
の
安
定
化
、
地
域
振

興
の
推
進
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
た
め
の
経
済
対
策
は
急
務

だ
が
、
す
ぐ
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
緊
急
経
済
対
策
、
将

来
に
向
け
て
の
中
長
期
的
な
経
済

対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
聴

き
た
い
。

答
一 

市
が
取
り
組
む
施
策
が
市

内
の
経
済
活
性
化
に
結
び
つ
い
て

い
く
こ
と
か
ら
、
農
商
工
連
携
、

観
光
振
興
、
移
住
定
住
の
促
進
、

港
湾
の
利
活
用
推
進
な
ど
今
後
も

国
や
道
の
制
度
を
積
極
的
に
活
用

す
る
な
ど
し
て
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
二 

留
萌
市
の
人
口
は
、
昭
和

四
十
二
年
の
四
万
二
千
四
百
六
十

九
人
を
ピ
ー
ク
に
平
成
元
年
か
ら

年
間
約
四
百
人
ず
つ
減
り
続
け
て

い
る
。
人
口
減
少
に
関
す
る
課
題

と
対
策
を
聞
き
た
い
。

答
二 

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
割

合
が
大
き
く
、
若
年
世
代
、
働
き

盛
り
世
代
の
減
少
が
深
刻
で
あ

り
、
進
学
や
就
職
、
雇
用
の
関
係

で
転
出
す
る
こ
と
が
人
口
減
少
の

大
き
な
要
因
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
国
の
制
度
な
ど
の
情
報

収
集
に
努
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度

を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
交
流
人

口
の
増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
な
地

域
経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
事

業
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

一
、
留
萌
市
文
化
芸
術
振
興
に
関

　

す
る
基
本
計
画
策
定
に
向
け
て

　

・
子
ど
も
や
若
者
の
芸
術
文
化

　

振
興
策

　

・
伝
統
文
化
の
継
承
と
発
展

　

・
文
化
財
等
の
保
存
及
び
活
動

　

・
国
際
文
化
交
流
や
観
光
を
視

　

点
と
し
た
総
合
的
推
進

二
、
留
萌
港
を
活
用
し
た
新
た
な

　

事
業
展
開

　

・
留
萌
港
貿
易
可
能
調
査
事
業

　

・
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
道
北

　

物
産
展
参
加
事
業

三
、
留
萌
市
応
援
寄
附
事
業

　

・
寄
附
の
受
け
入
れ
状
況
と
基

　

金
の
使
用
状
況
に
つ
い
て

四
、
留
萌
市
立
病
院
へ
の
財
政
支

　

援
に
つ
い
て

　

・
一
般
会
計
か
ら
の
特
別
支
援

　

・
特
徴
的
な
取
り
組
み
と
成
果

　

・
財
務
内
容
に
係
る
数
値
目
標

　

と
達
成
度

問
一 

文
化
芸
術
を
醸
成
す
る
基

盤
整
備
や
環
境
づ
く
り
が
不
十

分
。
総
合
的
な
施
策
を
推
進
す
る

た
め
基
本
計
画
策
定
を
提
案
し
た

い
。
文
化
団
体
等
へ
の
支
援
策
は

あ
る
か
。

　

佐
賀
家
漁
場
な
ど
文
化
財
保
存

に
つ
い
て
今
後
の
整
備
計
画
を
聞

川
口　

宏
和　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

村
山
ゆ
か
り　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

▲沖見配水場

▲障がい者保健福祉計画

▲商店街

▲佐賀番屋内

菅
原
千
鶴
子　
議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

▲船場公園
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留 萌 市 議 会 だ よ り

　
　
　
　
　

委
員
長　

野
崎　

良
夫

　
委
員
会
の
主
な
決
定
事
項

①
議
会
基
本
条
例
策
定
の
件

　

昨
年
六
月
に
立
ち
上
げ
た
議
会
基

本
条
例
策
定
作
業
チ
ー
ム
は
、
調
査

研
究
の
結
果
、
議
会
基
本
条
例
策
定

の
必
要
性
を
強
く
感
じ
、
策
定
に
向

け
て
の
方
向
性
が
出
さ
れ
た
こ
と

で
、
チ
ー
ム
を
解
散
す
る
こ
と
と
し

た
。
今
後
は
、
素
案
づ
く
り
か
ら
始

ま
る
作
業
に
つ
い
て
は
、
議
会
基
本
条

例
策
定
小
委
員
会
を
立
ち
上
げ
協
議

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
、
今
年
九
月

第
三
回
定
例
会
ま
で
に
、
素
案
を
策
定

す
る
こ
と
と
し
た
。

②
未
整
理
の
課
題
解
決
の
件

　

一
昨
年
の
九
月
に
立
ち
上
げ
た
第

一
小
委
員
会
及
び
、
第
二
小
委
員
会

は
二
十
一
項
目
の
課
題
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
来
た
が
、
反
問
権
や

F
M
も
え
る
で
の
放
送
な
ど
十
項

目
の
課
題
が
未
整
理
と
な
っ
た
が
、

小
委
員
会
の
役
割
を
終
え
た
と
し
て

解
散
し
、
そ
の
課
題
を
協
議
す
る
た

め
、
新
た
に
組
織
運
営
小
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
今
年
九
月
第
三
回
定
例

会
ま
で
に
原
則
と
し
て
結
論
を
出
す

こ
と
と
し
た
。

　

当
委
員
会
は
（
留
萌
市
議
会
基

本
条
例
）
策
定
を
目
的
に
四
月
よ

り
八
名
で
委
員
会
を
構
成
し
、
八

月
末
ま
で
に
素
案
づ
く
り
を
進
め

そ
の
後
、
市
民
説
明
会
等
を
経
て

正
案
作
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

議
会
基
本
条
例
と
は
、
議
員
の

責
任
や
行
動
範
囲
、
市
民
や
行
政

と
の
関
係
を
明
確
に
し
て
市
民
と

歩
む
議
会
、
議
員
同
士
が
討
議
す

る
議
会
な
ど
を
目
指
す
議
会
の
最

高
規
範
で
す
。　
　

　

四
月
か
ら
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で

残
さ
れ
た
課
題
を
さ
ら
に
煮
詰
め

直
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
十
項

目
に
わ
た
る
内
容
の
中
に
は
、
課

題
と
し
て
さ
ら
に
議
論
を
深
め
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
が
多
く
、

市
民
の
皆
様
の
付
託
を
受
け
た
議

員
と
し
て
責
任
の
あ
る
結
論
を
導

い
て
い
く
所
存
で
す
。

　

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
声
を
委
員
に
お
聞
か
せ

く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　議会の傍聴は四回目ですが議員の方々の真剣な
質疑、それに対する応答が整然としていてわかり
やすかった。
　それは、女性議員の数が増えたせいか緊張感の
中にも温かさが伝わり以前より身近に感じられ
た。一時間ぐらい空白な時間があり、傍聴席のほ
うにも知らせてほしかった。
　新財政健全化計画はほぼ順調に推移していると
はいえ留萌の抱えている問題は厳しく、限られた
予算の中で「留萌ならでは」の感じられる住みや
すい街づくりを考えてほしい。
　議員削減という市民要望も一部あり今後の課題
の一つになると思うが、きめ細かい施策を市民と
一緒に創って行くためには減らすことより多くの
声を市政に反映するよう議員の方々の一層の努力
と研鑽とその活動する姿を見せていただきたい。
　特に女性議員の生活に密着した積極的な行動力
に今後の留萌の大きな原動力になることを期待し
たい。

　　　八　幡　洋　子

　日常的に、関係のある議員が、港湾行政につ
いての質問をするとの情報を得、久しぶりに、
議会を傍聴しました。
　私も過去に港に関係する職場で働いていたこ
とから、港については常に関心を持ち、物流拠
点道北の門戸港としての留萌港の行く末が気に
なっていたのです。
　質問を聞く中で「港湾計画が現状にあってい
ないこと、外国貿易が少ないこと、取扱貨物量
が減少していること」などが明らかになり良
かったです。
　フェリー誘致運動はいったい何であったのか
と疑問に感じています。
　質問時間の制約があるので問いただすことに
も限界があるのでしょうが、港湾問題に絞って
質問することも必要でないのかと思いました。
　市民は港を生かした町づくりに対して多くの
不満がありますので、港の物流に積極的に取り
組んで下さい。

　　　増　木　國之助

０１６４・４２・１９０７（直通）
E-mail: rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp

０１６４・４３・６７００

き
た
い
。

答
一 

留
萌
市
総
合
計
画
の
政
策

（
夢
と
宝
）
に
現
状
課
題
と
今
後

の
方
向
性
を
定
め
て
お
り
、
文
化

芸
術
振
興
に
関
す
る
基
本
計
画
を

定
め
て
は
い
な
い
。

　

留
萌
で
活
動
す
る
文
化
団
体
は
、

約
二
十
団
体
、
会
員
四
百
人
。
会
員

数
減
少
に
よ
る
活
動
停
滞
や
高
齢
化

な
ど
課
題
が
あ
る
。
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
を
支
え
る
人
材
育
成
な
ど
底

辺
拡
大
に
取
り
組
み
た
い
。
旧
佐
賀

家
漁
場
整
備
計
画
の
見
直
し
と
史
跡

施
設
の
現
状
維
持
の
た
め
の
保
全
計

画
の
素
案
づ
く
り
を
考
え
て
い
る
。

問
二 

留
萌
市
応
援
寄
附
事
業

は
、
五
年
が
経
過
、
寄
附
者
の
思

い
を
具
現
化
し
た
事
業
実
績
と
今

後
の
Ｐ
Ｒ
を
含
め
た
取
り
組
み
を

聞
き
た
い
。

答
二 

寄
附
総
額
は
、
約
九
千
五

十
一
万
円
。
寄
附
者
の
思
い
を
受

け
止
め
、
い
き
い
き
水
産
学
習
の

開
催
や
漁
業
体
験
モ
デ
ル
事
業
、

子
ど
も
の
体
力
ア
ッ
プ
推
進
事
業

な
ど
を
実
施
報
告
書
を
作
成
し
、

寄
附
者
へ
送
付
し
て
い
る
。

　

今
後
も
全
庁
的
な
市
の
財
源
確

保
の
取
り
組
み
と
し
て
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
で
職
員
一
人
ひ
と
り
が
Ｐ

Ｒ
の
実
施
に
努
め
る
体
制
づ
く
り

を
構
築
し
、
財
源
確
保
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　

平
成
二
十
五
年
一
月
十
六
日
と

十
八
日
に
倒
壊
し
た
増
毛
町
に
建

設
中
の
最
終
処
分
場
の
倒
壊
事
故

を
受
け
原
因
の
究
明
を
す
る
た
め

に
第
三
者
機
関
（
最
終
処
分
場
被

覆
施
設
倒
壊
原
因
調
査
委
員
会
）

が
設
置
さ
れ
、調
査
が
始
ま
っ
た
。

　

委
員
の
構
成
は
日
本
建
築
学
会

北
海
道
支
部
構
造
専
門
委
員
会
委

員
三
名
と
都
市
防
災
専
門
委
員
会

委
員
一
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

す
で
に
調
査
は
始
ま
っ
て
お

り
、
調
査
期
間
は
五
月
末
を
目
途

と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
調
査
に
当
た
り
、
今
後

建
設
さ
れ
る
施
設
の
設
計
に
つ
い

て
も
評
価
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
建
設
に
当
た
っ
て
い

た
事
業
者
（
共
同
企
業
体
）
も
自

ら
の
内
部
検
証
作
業
を
行
い
、
調

査
内
容
が
三
月
二
十
九
日
に
留
萌

南
部
衛
生
組
合
議
会
議
員
協
議
会

で
報
告
さ
れ
た
。

　

先
の
報
告
を
よ
り
細
密
に
わ
た

る
構
造
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
、

報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

議
員
諸
氏
か
ら
は
内
容
説
明
に

つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
い
説
明
が
求

め
ら
れ
た
。

　

議
員
協
議
会
で
は
、
四
月
か
ら

始
ま
る
新
し
い
ご
み
処
理
に
つ
い

て
、
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　《
　
報
　
告
　
事
　
項
　
》

・ 

増
毛
町
最
終
処
分
場
の
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
除
雪
解

体
工
事
と
並
行
し
な
が
ら
、
原

因
調
査
と
、
設
計
の
見
直
し
が

五
月
末
ま
で
に
行
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
基
礎
ア
ン
カ
ー
の
復

旧
工
事
が
行
わ
れ
、
新
た
な
被

覆
施
設
鉄
骨
工
事
が
始
ま
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。
完
成
は
平

成
二
十
六
年
一
月
末
を
予
定
し

て
い
る
。

・ 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
及
び
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
処
理
に
つ
い
て
当

面
の
間
市
内
事
業
者
に
搬
入
を

予
定
し
て
い
る
。

・ 

平
成
二
十
五
年
度
留
萌
南
部
衛

生
組
合
ご
み
処
理
の
流
れ
に
つ

い
て

・ 

生
ご
み
処
理
試
験
に
つ
い
て

　

完
成
前
に
生
ご
み
処
理
の
最
終

試
験
を
三
月
十
五
日
か
ら
行
う

予
定
で
あ
っ
た
が
、
昨
年
末
か

ら
続
い
た
大
雪
に
よ
り
現
場
の

除
雪
に
期
間
を
要
し
工
期
が
遅

れ
た
。

　

完
成
引
渡
し
が
三
月
二
十
九
日

と
な
り
、
最
終
試
験
が
実
施
で

き
な
か
っ
た
。

　

生
ご
み
を
分
解
す
る
分
解
用
母

材
と
お
が
く
ず
の
熟
成
作
業
は

終
了
し
て
お
り
、
四
月
一
日
供

用
開
始
に
は
間
に
合
う
こ
と
が

で
き
た
。

・ 

生
ご
み
処
理
施
設
搬
入
口
の
改

造
に
つ
い
て

　

搬
入
口
に
つ
い
て
最
終
検
査
の

段
階
で
、
搬
入
口
の
高
さ
に
問

題
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
急

き
ょ
改
造
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

▲倒壊施設（増毛町）

▲小平生ごみ処理施設

留
萌
南
部
衛
生
組
合

議

会

報

告

　

平
成
二
十
五
年
留
萌
消
防
組
合

議
会
第
一
回
定
例
会
は
、
三
月

二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

管
理
者
で
あ
る
高
橋
市
長
か
ら

は
『
消
防
車
両
の
更
新
整
備
に
つ

い
て
』
と
し
て
、
留
萌
消
防
組
合

消
防
署
に
配
置
さ
れ
て
い
た
、
稼

動
年
数
が
二
十
八
年
を
経
過
し
て

い
た
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
更
新
車
両
配
備
の
行
政
報
告
が

あ
っ
た
。

　

議
案
と
し
て
は
平
成
二
十
四
年

度
留
萌
消
防
組
合
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
三
号
）・
平
成
二
十
五

年
度
留
萌
消
防
組
合
予
算
・
留
萌

消
防
組
合
職
員
給
与
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
・
留
萌
消

防
組
合
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
、
以
上
四
件
の
審

議
が
あ
り
、
可
決
し
た
。

留
萌
消
防
組
合

議

会

報

告
▲水槽付消防ポンプ自動車

議
会
活
性
化
推
進

特
別
委
員
会

議
会
基
本
条
例

策
定
小
委
員
会

組
織
運
営
小
委
員
会

傍

聴

記

　

検
討
事
項
で
は
、
誰
の
た
め
に

必
要
な
の
か
、
ど
こ
の
立
ち
位
置

を
基
点
と
す
る
の
か
、
留
萌
ら
し

さ
を
ど
の
よ
う
に
条
例
に
反
映
さ

せ
る
か
、
情
報
発
信
機
能
や
見
直

し
機
関
は
、
議
会
及
び
各
常
任
委

員
会
の
自
主
的
な
活
動
、
住
民
説

明
会
意
見
交
換
会
等
十
一
項
目
の

議
論
を
進
め
ま
す
。

◇
新
し
い
委
員

委
員
長　

村
上　

均

副
委
員
長　

村
山
ゆ
か
り

委　

員　

珍
田
亮
子
、
野
呂
照
幸

　
　
　
　

坂
本
守
正
、
対
馬
真
澄

　
　
　
　

野
崎
良
夫
、
松
本
衆
司

検
討
課
題

・
反
問
権
・
協
議
等
の
場
の
会
議

規
則
・
議
会
報
告
会
・
広
聴
、
意

見
交
換
会
（
市
民
対
応
）・
政
策

提
言
等
の
取
り
組
み
・
議
会
改
革

の
日
常
的
推
進
・
ビ
デ
オ
放
送
・

Ｆ
Ｍ
も
え
る
で
の
放
送
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト（
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
）

中
継
・
市
民
モ
ニ
タ
ー
制
度

◇
新
し
い
委
員

委
員
長　

菅
原
千
鶴
子

副
委
員
長　

坂
本　

茂

委　

員　

燕　

昌
克
、
笹
本
牧
司

　
　
　
　

鵜
城
雪
子
、
川
口
宏
和

　
　
　
　

小
野
敏
雄
、
天
谷
孝
行
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く
ら
し
の

お
知
ら
せ

今
月
も
知
っ
て
お
き
た
い
情
報
が
満
載
で
す

▼海岸に流れ着いたごみを一掃し、美しい海岸線を取り
戻しましょう。
　今年も市民の皆さんや事業者が集まってごみ拾いを行
います。ぜひ、ご参加ください。
●日　　時　５月３０日㈭　７：００～８：００
●清掃地域　・礼受海岸（旧礼受小前）
　　　　　　・浜中海岸（浜中海浜公園）
　　　　　　・三泊海岸（臼谷漁港手前）
　　　　　　・沖見海岸（ゴールデンビーチ）

◯雨天の場合は５月３１日㈮に延期します。
◯ごみ袋は当日配布します。
◯軍手や火バサミなどは各自でご用意ください。

▼犬の登録、狂犬病予防注射を市内各会場で実施します。
　狂犬病予防注射は、年１回受けることが法律で義務付
けられていますので、必ず受けましょう。
　犬の登録（生後91日以上…生涯１回）は、市・環境保全課
で受付けていますが、巡回期間中は各会場でも登録でき
ます。
　登録されていない犬を飼われている方は必ず登録をし
てください。
●実施期間　５月８日㈬～１２日㈰
※会場、時間などは町内回覧や
　市・ホームページをご覧ください。

市内巡回！
犬の登録・狂犬病予防注射

クリーンアップ日本海

暮らし暮らし

環境環境

２０１３年

５月

 市・環境保全課  42-1806
 http://www.e-rumoi.jp/  　 

 市・環境保全課  42-1806

▼お子さんの食事などで不安なことはありませんか？
　食事や育児に関して保健師や栄養士の講話、調理実習、
試食も行います。お子さんの成長に応じた離乳食や簡単
手づくりおやつを楽しく作ってみませんか。この機会に
ぜひ、ご参加ください。（事前にご予約ください）
　会場は、ともに保健福祉センターはーとふるです。

「Let's 離乳食！」　～♡こころ♡を育てる離乳食教室
●日　　時　６月４日㈫　１０：００～１２：００
●対　　象　生後４カ月～１歳未満の親子【１５組】
●申込締切　５月２８日㈫
●持 ち 物　エプロン、三角巾（又はスカーフ）、筆記用具
　　　　　　お子さんの飲み物（お茶、湯冷ましなど）

「Happy ！おやつ」　～あったか手づくりおやつ教室
●日　　時　６月２６日㈬　１０：００～１２：００
●対　　象　１～３歳の親子【１５組】
●申込締切　６月１９日㈬
●持 ち 物　エプロン、三角巾（又はスカーフ）、筆記用具

▼神居岩公園「２１世紀の桜の丘」整備事業などで植樹
した桜を守り育てるため「市民育樹祭」を開催します。
　皆さんの参加をお待ちしています。
●日　　時　５月１９日㈰　１０：００～１１：００
●集合場所　神居岩公園　グリーンスポーツ管理棟前
●内　　容　施肥作業など
　　　　　　（必要な資材は市が用意します）
◯雨天でも実施します。雨具の用意をお願いします。
◯車でお越しの方は、神居岩公園駐車場をご利用ください。
◯送迎バスを運行しますのでご利用ください。

●送迎バス運行（場所と時間）
　萌　寿　園　正　門　９：１０
　旧ローソン沖見店前　９：１３
　港 南 中 学 校 前　９：１６　
　留 萌 市 役 所 前　９：２０
　樺　沢　金　物　店　９：２４
　JR　留　　萌　　駅　９：２８
　モスバーガー留萌店　９：３３
　留萌中学校正門前　９：３６
　第 ２ 南 町 バ ス 停　９：４１
　会　　　場　　　着　９：５０

「Let's 離乳食！」
「Happy! おやつ」教室

21世紀の桜の丘 市民育樹祭

子育て子育て

環境環境

  市・保健医療課  49-2558 市・都市整備課  42-2010

▼暖かくなるとともに子どもたちが被害者となる不審者
情報が増えてきます。学校では子どもたちの安全を守る
ため、不審者に出会ったらその場から逃げて、近くにい
る大人や商店に助けを求めるよう教育しています。
　子どもたちが助けを求めてきたら次の対応をお願いし
ます。

◯すぐに警察（１１０番）へ通報してください。
◯警察が来るまで子どもたちの保護をお願いします。
◯不審者（車）などを発見しても声をかけたり捕まえよう
　とはしないでください。警察に
　通報し、可能であれば不審者な
　どの行動を監視してください。
◯不審者の性別、年齢、服装、
　身長、体格、髪型、車のナン
　バーや色などをできるだけ、
　メモしてください。

みんなで地域の子どもたちの
見守りをお願いします！子育て子育て

 留萌市青少年育成センター
 市・教育委員会こども課  42-1808
 留萌警察署・生活安全課  42-0110

▼４月から粗大ごみの問い合わせ、申し込み先が「留萌
南部衛生組合」に変わりました。また、収集の申し込み
は収集日２日前の１５：００までにお願いします。
●日程と収集地区
１５日㈬　大町、瀬越町、港町、明元町、幸町、本町
１６日㈭　寿町、礼受町、浜中町、沖見町、平和台
１７日㈮　見晴町、宮園町、錦町、開運町、栄町
２２日㈬　三泊町、塩見町、春日町、元町、船場町、
　　　　　花園町、末広町、旭町
２３日㈭　住之江町、泉町、野本町、千鳥町、元川町
　　　　　神居岩、堀川町、高砂町、五十嵐町
２４日㈮　東雲町、緑ヶ丘町、南町、潮静、大和田、
　　　　　藤山町、幌糠町、中幌、樽真布、南幌、
　　　　　峠下町、東幌

５月の粗大ごみ収集日
ごみごみ

  留萌南部衛生組合  43-2555

▼市では、市民の皆さんに、公園施設を快適に利用していただくため、公園維持管
理費の協力金を募っています。
　JR 留萌駅裏にある船場公園は、現在年間１３０万円ほどの経費がかかっていま
す。平成２１年度からご協力いただいている協力金は、これまでに１１３万円ほど
です。協力金は市・都市整備課の窓口と下記の臨時窓口で受け付けています。ご協
力をお願いします。
●臨時窓口の場所と期間　・船場公園内（あずまや付近）　５月　７日㈫～１３日㈪
　　　　　　　　　　　　・るもいプラザ　　　　　　　５月１４日㈫
●臨時窓口の開設時間　１０：００～１１：００、１４：００～１５：００

▼市では、船場公園を利用している皆さんの提案を受け、ボランティアによる清掃
活動を実施しています。皆さんのご協力をお願いします。
●清掃日時　５月～１０月の第３金曜日　１６：００～１６：３０
●集合場所　ドッグラン入口付近
●清掃内容　パークゴルフ場周辺やドッグラン内のごみ拾い、消臭剤の散布
◯雨天の場合は第４金曜日、祝日の場合はその前日となります。
◯軍手や火バサミなどは各自でご用意してください。
◯消臭剤、散布機、ごみ袋などは
　市で用意します。

船場公園（ドッグラン、パークゴルフ場、多目的広場など）
利用者協力金の募集

船場公園清掃ボランティア募集

環境環境

環境環境

 市・都市整備課  42-2010

 市・都市整備課  42-2010

札幌、旭川など留萌市以外の処方せんもどんどん受付けます!!

TEL42-0260

冠婚葬祭の着付け・成人式予約受付中
0120-42-6374
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▼道営住宅の入居者を募集します。
●申込書配布期間　５月１６日㈭～２２日㈬
●受　付　期　間　５月２０日㈪～２２日㈬
●案内配布、受付場所　留萌振興局建設指導課
●申　込　条　件　①住宅に困窮している方（単身者は入居できません）
　　　　　　　　　②公営住宅法に定める収入基準に該当する方
　　　　　　　　　③入居申込者及び同居者が暴力団員でないこと
●そ　　の　　他　応募が募集戸数を上回った場合、５月２９日㈬
　　　　　　　　　に抽選会で入居者を決定します。

道営住宅の入居者募集
留萌市
以外からの
お知らせ

留萌市
以外からの
お知らせ

  留萌振興局建設指導課  42-8451

▼スマイルステップで「ステップ・エクササイズ」を始
めてみませんか。
　「ステップ・エクササイズ」とは、日常生活での階段
の昇り降りのような運動で、走るのと同じくらいの高い
エネルギーを消費でき、脚への負担は普段歩いているの
と同じくらいしかないという優れものです。
●日　　時　毎週木曜日（祝祭日休み）
　　　　　　１３：００～１４：００
●場　　所　留萌市スポーツセンター小体育館
●参 加 費　１回　６００円（実費相当分）
●持 ち 物　運動靴、スポーツタオル、飲料水

◯動きやすい服装で参加ください。
◯インストラクターが指導します。
◯無料体験も可能です。お気軽に参加ください。

ステップ・エクササイズに
参加しませんか

留萌市
以外からの
お知らせ

留萌市
以外からの
お知らせ

  スマイル・ステップ　代表　阿部　禮子
 ・  42-3005

▼手づくり豆腐、油あげ、卯の花（惣菜）作りの講習会
を開催します。この機会に参加してみませんか。
●日　　時　５月１６日㈭　９：00 ～
●場　　所　風土工房「こさえーる」（藤山町）
●定　　員　１０名
●参 加 費　１人　８００円
●講　　師　食を楽しむネットワーク「秋桜」
●申込期間　５月７日㈫～１２日㈰

◯当日はエプロン、キャップ（三角巾）をご持参ください。

▼木彫りサークルでは、毎週木曜日に木彫り作品の制作
をしています。一緒にぬくもりのある作品を制作してみ
ませんか。
●日　　時　毎週木曜日　９：００～１５：００
●場　　所　留萌市中央公民館　和室 C

◯未経験の方や彫刻刀、材料がない場合にはお貸しでき
ますので、興味のある方はお気軽にお問い合わせくださ
い。

▼市民ボランティア団体「蒼い海」では、定期的に海辺
の清掃を行います。今月は次の日程で実施します。
　みなさんも気軽に参加してみませんか。

●日　　時　５月１１日㈯、２５日㈯
　　　　　　８：００集合（１時間程度）
●集合場所　ゴールデンビーチ南側駐車場
◯雨天の場合は中止します。
◯火バサミ・ごみ袋は事務局が用意します。
　詳しくは 

こさえーる料理講習会木彫りサークルからのお知らせ

蒼い海「ビーチ・クリーン」

暮らし暮らし

留萌市
以外からの
お知らせ

留萌市
以外からの
お知らせ

留萌市
以外からの
お知らせ

留萌市
以外からの
お知らせ

  風土工房「こさえーる」  43-4556
 木彫りサークル　代表　一戸　五郎 

 43-1855

  蒼い海　代表　鵜城　雪子 
 090-2050-6552

▼南こうせつ with ウー・ファン～心のうたコンサートを開催します。
　会場全体を巻き込んだ楽しいステージをお楽しみください。

●日　　時　８月３１日㈯１８：００～　
●場　　所　留萌市文化センター

◯チケットは宝くじの助成による特別料金
　・前売券　２，０００円（全席指定）
　・発売開始時期は、６月下旬
◯詳細は広報るもい６月号でお知らせします。

▼長年使用している電気暖房器（電気
毛布、電気ミニマット、電気カーペッ
ト）の経年劣化が原因の火災事故が起
きています。事故を未然に防ぐため、
日頃から製品とその周辺のチェックを
行いましょう。
　少しでもおかしいと思ったら、ご使
用を中止し販売店または下記へご相談
ください。

「宝くじまちの音楽会」南こうせつ with ウー・ファン〜心のうたコンサート開催

電気暖房器具の経年劣化による火災事故を未然に防ぐために

市政情報・広報市政情報・広報

留萌市
以外からの
お知らせ

留萌市
以外からの
お知らせ

 市・教育委員会生涯学習課  42-0435

只今、見学会開催中
※詳しくはお問い合わせ下さい
只今、見学会開催中
※詳しくはお問い合わせ下さい

 一般社団法人 日本電機工業会  03-3556-5887  http://www.jema-net.or.jp/

蒼い海　留萌

団 地 名 建設（改善） 間　　取 住戸面積 月額家賃

泉 27号棟 Ｓ49（Ｈ16） ２LDK（１戸） 61.5㎡ 17,200～33,700円

泉 28号棟 Ｓ50（Ｈ15）
２LDK（１戸） 62.1㎡ 17,700～34,700円

３LDK（１戸） 68.6㎡ 19,500～38,400円

野　　本 29号棟 Ｓ51（Ｈ13） ２LDK（２戸） 60.9㎡ 17,700～34,900円

野本中央 A、B、C棟 H９～Ｈ10
２LDK（２戸） 64.8㎡ 20,200～40,400円

３LDK（２戸） 73.7㎡～73.8㎡ 23,000～45,700円

サンセット 子育て支援住宅 H24 ２LDK（１戸） 58.5㎡ 20,000～39,300円

電気毛布・電気ミニマットのチェックポイント
◯表面が熱により部分的
　に変色していることは
　ありませんか。
◯ヒーター線に重なり、
　ループ状、使用上によ
　る折りぐせなどはあり
　ませんか。（電気毛布）

このような場合に
はご使用を中止し
てください。

光に透かしてみるなどして
確認してください。

●重なり ●ループ状
●使用上
　による
　折りぐせ

6日㈪・13日㈪・20日㈪・27日㈪ ※月曜休館
31日㈮※館内整理のため休館☎４２-２３００

5 月 休館日図書館からのお知らせ

【おはなしかい】
・11日㈯ 13：30～［対象：幼児・小学生］特別おはなし会
・17日㈮ 11：00～［対象：0・1・2 歳児］ちいさいこのおはなしかい
・25日㈯ 13：30～［対象：幼児・小学生］土曜おはなし会
・29日㈬ 11：00～［対象：0・1・2 歳児］水曜おはなしかい
【ブックスタート】はーとふる9カ月児健診会場
・29日㈬ 13：00～

【映　画　会】
・ 4日㈯ ドラえもん のび太の創世日記 10：30～（98分）
 ［児童向］ ちびまる子ちゃん おじいちゃんはつらいよ 13：30～（70分）
・ 5日㈰ かいけつゾロリ 10：30～（50分）
 ［児童向］ シュレック 13：30～（94分）
・19日㈰ バック・トゥ・ザ・フューチャー 10：30～（116分）
 ［一般向］ 海底二万哩 13：30～（128分）

こどもの
読書週間

・家賃は、その世帯の収入や扶養家族な
どにより異なります。

・ 駐車場料金は、月額２，９７０円かか
ります。

・共益費が別途毎月かかります。
・入居は６月中旬以降です。
・申込の際は、印鑑・所得を確認できる

書類をご持参ください。
・犬、猫などのペットの飼育は禁止です。
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からだ こころすこやか イキイキすこやか イキイキ

   市・保健医療課（はーとふる内）  49-2558

▼市では、はーとふるなどのがん検診（集団）のほかに年間を通して、各種がん
検診を市内の医療機関で受診することができる「個別検診」を実施しています。
　ぜひ、この機会に検診を受診して、健康管理にお役立てください。
●期　　間　平成２６年３月３１日㈪まで
●個別検診料金及び対象者
・胃 が ん検診…３，２００円（対象３０歳以上）
・肺 が ん検診…１，５００円（対象４０歳以上）
　（喀 痰 検 査）…※喀痰検査は必要時のみ
　　　　　　　　１，０００円
・大腸がん検診…　 ５００円（対象４０歳以上）
・子宮がん検診
　　　頸部のみ…２，０００円（対象２０歳以上）
　　　頸・体部…３，０００円
・乳 が ん検診…２，４００円（対象４０歳以上）
◯受診の際は、必ず下記の医療機関に事前予約をお願いします。
◯医療機関ごとに受診日や時間の指定があります。予約の際にご確認願います。  

▼キツネに寄生したエキノコックスが人間に感染すると、長い潜伏期間を経て
肝機能障がいに至る、エキノコックス症を引き起こします。
◯感染予防のため、次の点に注意しましょう。
　①キツネに餌付けをしたり、触れることはやめましょう。
　②沢水などの生水は飲まないようにしましょう。
　③山菜などは、加熱するかよく洗いましょう。
　④外出先から帰ったら必ず手をよく洗いましょう。

川 上 内 科 医 院

はーとふる

「タバコは健康と　

　　　美容の大敵」

健康コラム

５月１９日の
日 曜 当 番 医 院

錦町４丁目	☎43-6451
　　　　9：00～17：00

※上記以外の日曜日・祝日および夜間

の診療はかかりつけの病院・医院へ

お問い合わせください。

※市立病院は二次医療病院として、す

べての土曜日・日曜日・祝日・夜間に

対応しています。

１１日㈯	 救急蘇生法とAED体験講習会	 13：00～14：30
１８日㈯	 医療介護お仕事紹介シリーズ
	 「管理栄養士のお仕事」	 13：00～14：00
  札幌医科大学特任助教 管理栄養士　三上　奈々氏
２５日㈯ マンスリー健康講話 13：00～14：00
 「安全な介護予防運動の意義と実際」
  介護福祉士・介護予防運動指導員　小方　崇嗣　
２８日㈫	 認知症サポーター養成講習会	 13：00～14：30

【開館時間】 9：00～17：00／9：00～20：30（水・木）
　　　　　　※20時以降は入館できません

５月のイベント

休館日 月曜日・祝日

るもい健康の駅

保健福祉センターはーとふる

☎43-8121

☎49-2558

５月

２１日㈫ ３ 　 歳 　 児（22年　４月生）
【受付】　　　

１３：００　
～１３：３０

２２日㈬ １歳６カ月児（23年１０月生）
２８日㈫ ４ カ 月 児（25年　１月生）
２９日㈬ ９ カ 月 児（24年　７月生）

対象は１歳６カ月以上の子どもです

５月
　９日㈭ １０：００～１１：００ １３：００～１５：３０
３０日㈭ １３：３０～１５：３０

高齢者対象の筋力アップ体操　～時間内出入自由～

５月
毎週月曜日 １０：００～１２：００

１３：３０～１５：３０
毎週金曜日

乳幼児の発育・発達などについてご相談ください

５月
　９日㈭

　９：３０～１１：３０ １３：００～１５：００
２３日㈭

年齢を問わず健康相談を行います
５月 １６日㈭ １０：００～１１：３０ 潮静児童センター

●乳幼児健診　　　対象児には事前に文書でお知らせします

●フッ化物塗布　　　　予約制で料金は１回５００円です

●ピンピンからだひろば　　　　　５月３日㈮・6日㈪は休み

●母子・健康・栄養相談（乳幼児）

●一般健康・栄養相談（乳幼児～成人）

※各種予防接種やがん検診は、広報４月号に折り込みした水色の用
紙「留萌市保健予防事業一覧」をご参照ください。

※はーとふるでは、随時、電話や来所での相談を受け付けています
ので、お気軽にご相談ください。

　タバコが、肺がんをはじめ
としたあらゆるがん、慢性閉
塞性肺疾患、動脈硬化など、
さまざまな病気につながるこ
とはご存じですね。　
　しかしタバコが、病気だけ
ではなく、血流を悪くし、ビ
タミンＣを破壊するため、お
肌のしわ、しみ、くすみなど
の原因になることは知ってい
ますか。
　年齢を重ねるにつれて、実
年齢よりも老けて見えるなん
てことにもなりかねません。
　美容のためにも禁煙は有効
なのです。
　５月３１日は世界禁煙デー
です。
　いつもは何気なく吸い続け
ているタバコですが、年に一
度は自分や家族の美容と健康
を考えてみてはいかがです
か。禁煙でお肌も体も若返り
ますよ。

▼国では、がんの早期発見を目的とし
て、２０歳から５歳おきに６０歳まで
の方に「子宮・乳・大腸がん検診の無
料クーポン券」を発行しています。
※この機会に各種検診を受診し、健康
状態をチェックしてください。
◯ 対象者は次のとおりで、年齢の基準
日は平成２５年３月３１日です。
■子宮頸がん
　平成　４年度生まれ
　昭和６２年度生まれ
　昭和５７年度生まれ
　昭和５２年度生まれ
　昭和４７年度生まれ
■乳がん（女性のみ）・大腸がん検診
　昭和４７年度生まれ
　昭和４２年度生まれ
　昭和３７年度生まれ
　昭和３２年度生まれ
　昭和２７年度生まれ
●検診実施医療機関
①大腸がん随時検診（はーとふる）
期　間　平成２６年２月２８日㈮まで
方　法　事前予約が必要です。
予約先　はーとふる保健医療課
②個別検診（市内医療機関）
期　間　平成２６年３月３１日㈪まで
方　法　右記の各医療機関に予約の有
　　　　無や検診受診日をご確認くだ
　　　　さい。
◯クーポン券は５月中に発送予定です。
◆無料クーポン券の有効期限　　　 
　　　平成２６年３月３１日㈪まで
注）有効期限内に受診されない場合は、
クーポン券が無効となります。

がん検診推進事業について がん検診（個別検診）の実施について

エキノコックス感染予防と検診のお知らせ

◯75歳以上の方や生活
保護世帯の方は検診
料が無料となります。

◯留萌市国民健康保険
加入者は、各検診料は
1,000円です。（大腸が
ん検診は500円）

医療機関名 電話番号 胃 肺 大腸 子宮 乳

留萌市立病院 0164-49-1011 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
たけうち内科循環器内科医院 0164-42-8820 × ◯ ◯ × ×
留萌セントラルクリニック 0164-43-9500 × ◯ × × ×
川上内科医院 0164-43-6451 × ◯ ◯ × ×
留萌記念病院 0164-42-0271 ◯ × ◯ × ×
藤田クリニック 0164-42-1660 × ◯ ◯ × ×
札幌複十字総合健診センター（札幌市） 011-700-1331 × × × ◯ ◯

※市では、胃・肺・
大腸がん検診実
施時に、同時実
施していますの
で、心配な方は
受診しましょう。

留萌市商店街振興組合連合会 43-5911

留萌市商店街共通商品券

500円券500円券
発行休止のお知らせ

　皆さまにご愛顧をいただいております留萌市商店
街共通商品券の「５００円券」につきましては、諸
般の事情により発行を休止いたします。
　なお、お手元にあります５００円商品券は従来通
りご使用いただけます。
　１０００円商品券は従来通り発行いたしますので、
そちらをご使用いただきますよう、お願いいたします。

「ふまねっと初心者教室」 全８回・毎週火曜日開催
  第１回目 ５月１４日㈫  9：30～（各回定員20名・要予約）
　　※参加は無料です　　　 　   るもい健康の駅

募
集
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納 税 に つ い て

留 萌 市　　　　　　アンテナ情 報
下記以外のお問い合わせ

■総　務　課	 42-1801
市の財政、地籍調査など

■財　務　課	 42-1813
道市民税など

■税　務　課

市民税係	 56-5004
固定資産税など

その他の係	 42-1804
広報、町内会、市民活動など

■政策調整課	 42-1809
農業、漁業、水産加工業など

■農林水産課	 42-1837
商工業、観光、港湾など

■経済港湾課	 42-1840
社会福祉施設、生活保護、
障がい者に関することなど
■社会福祉課	 42-1807
戸籍、各種証明、国保・後期、
医療費助成など
■市　民　課	 42-1805
道路、公園、市営住宅など

■都市整備課	 42-2010
水道料金や上下水道のトラブルなど

■上下水道課

上水道係	 42-5151
下水道係	 42-2049

公衆衛生、市営墓地など

■環境保全課	 42-1806
市内の小中学校など
■教育委員会学校教育課

	 42-3006
児童手当、児童虐待など

■教育委員会こども課

	 42-1808
社会教育、スポーツなど

■教育委員会生涯学習課

	 42-0435
健康づくり、介護保険など

■はーとふる	 49-2558
るもい健康の駅など

■コホートピア推進室

	 56-1535
広域ごみ処理、粗大ごみなど

■留萌南部衛生組合	

	 43-2555

主な電話番号

困ったときは

相談しましょう

市 民 相 談

■市民課

５６- ５００３
──────────
健 康・ 栄 養 相 談

■はーとふる

４９- ２５５８
──────────
教 育 電 話 相 談 室

■教育委員会生涯学習課

４２- ０４３５
──────────
家 庭 児 童 相 談 室

■教育委員会こども課

４２- １８０８
──────────
高齢者に関する相談

■留萌市地域包括支援センター

４９- ２５５８
──────────
防 災 相 談

■総務課

５６- ５００５

・総人口	 ２３，６４１ 人 	（－２６４ 人 ）

・　男	 １１，２５６ 人 	（－１６４ 人 ）

・　女	 １２，３８５ 人 	（－１００ 人 ）

・世帯数	 １２，０４３世帯	（－　８７世帯）

・出　生	… １８人

・死　亡	… ２４人

●今月納期の市税	 ・固定資産税　１期
	 ・軽自動車税　全期
	 納期限　　５月３１日㈮
●夜間納税相談窓口	 ５月９日㈭・２３日㈭
	 　　　　　　２０時まで

●休日納税相談窓口	 ５月２６日㈰　９時～１７時

●場　　　　　　所	 	税務課■問４２- １８０４

朝　8：05～8：10
夕　5：05～5：10広報るもいは再生紙を

使用しています　　　

留萌市情報プラザ
災害時は 76.9MHz
留萌市とエフエムもえるは
災害協定を結んでいます

毎週

月～金

曜日

FM 76.9MHz
エフエムもえる

人口と世帯数

人 口 動 態

平成２５年３月末現在

※（　）内は前月比

平成２５年３月末現在

・転　入	 １３４人

・転　出	 ３９２人

市長とフリートーク
してみませんか？

市長とホットライン（FAX） 市民の声メール

koucyou@e-rumoi.jp0 1 2 0 - 2 2 3 - 8 4 6

あなたが知りたい「市政のいろいろ」、市の職員が
直接出向いてわかりやすくご説明します。

お申し込み・お問い合わせは☎42‐1809まで

毎月1回、市民の皆さんと市長との対話の

機会を設けています。

参加人数、話題、形式は問いません。

また、事前の受付もいりません。時間内で

あればいつでもお越しください。

お気軽にお申し込みください

お茶の間トーク

市役所あての郵便物は下記郵便番号と
あて名（留萌市役所・担当課）で届きます。

〒077-8601

　留萌市幸町１丁目11番地

ホームページ

http://www.e-rumoi.jp
e-メール

kikaku@e-rumoi.jp

■日時

　５月２８日㈫	
　　　　9：00～17：00

■場所

　市役所	市長室
※お問い合わせは

　市・政策調整課
　☎42ｰ1809まで

ペットの火葬は、
留萌ペット霊苑協会で
お引き受けいたします。

ペットの火葬は、
留萌ペット霊苑協会で
お引き受けいたします。

地元・留萌の当霊苑で

お問い合わせはこちらまで

◆島 田 商 店 （南町2丁目）☎42-0425
◆㈱行徳石材店 （南町2丁目）☎42-0425

留 萌 ペ ット 霊 苑 協 会

［vol.6］ごみ減量のコツごみ減量のコツ
　先月号で「リデュース（Reduce＝減量、抑制）、リユース（Reuse＝再使用）、リサイ
クル（Recycle＝再利用・再資源化）の頭文字をとった「３Ｒ」という行動を紹介しましたが、
今回は、さらにリフューズ（Refuse＝拒絶・辞退）、リペア（Repair＝修理）を紹介します。

　先月号のコラムで紹介しまし
た、リデュース、リユース、リサ
イクルとあわせて「５Ｒ」と呼ば
れている行動です。一人ひとり
が、身近な生活から出るごみが
環境に影響を与えていることを
意識し、５Ｒを認識しながら生
活様式を変えていくことが重要
なことになります。
　皆さんのごみの減量化・資源
化は、最終処分場の延命化につ
ながりますので、新しいごみの
分別に協力をお願いします。

リフューズ リフューズとは「断る」ことです。

　これはごみを減らすために、いろいろなものを「断っていく」ことです。
・必要のない割りばしやスプーンを断る。
・必要のない過剰包装を断る。
・もう１つ買いたいという自分の誘惑を断つ。

リ　ペ　ア リペアとは「修理をする」ことです。

　これは、修理してもう一度使用することによってごみを減らしていくのと
同時に、物を大切にする心を育てていくことです。
・物が壊れてしまったとき、修理してもう一度使えないか考えてみる。
・電池の交換や原料、燃料の補充などでもう一度使えるものはなるべく
　買い換えずに利用する。
・子どもの服が破れた時は当て布（おしゃれなアップリケなど）をする。

生ごみの出し方のポイント
①水切りをしてください。
②新聞紙は指定ごみ袋に入れないでください。
　（指定ごみ袋に生ごみを直接入れてください）
③冷凍したまま指定ごみ袋に入れないでください。
④生ごみボックスはクリーンステーションの中で、
　使用してください。
⑤生ごみボックスには、直接生ごみを入れないで、
　指定ごみ袋に入れたものを置いてください。

①プラスチック製容器
　　　　このマークが表示されているもの
　　　　（「透明または半透明」で排出してください）
②紙製容器
　　　　このマークが表示されているもの
　　　　（「透明または半透明」で排出してください）

プラマークと紙マーク

新
し
い
ご
み
の
分
別
の
ポ
イ
ン
ト 市・環境保全課

　　☎４２－１８０６
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詳しくは市ホームページをご覧ください。
URL http://www.e-rumoi.jp

　市では、あらゆる広告

媒体を利用して、皆さん

からの広告を募集してい

ます。

　既に広告を頂いている

媒体もありますが、次回

掲載時の申し込みは通年

受け付けています。

留萌市ホームページバナー、
広報誌、封筒、公共施設、
公用車など

企業のＰＲに
ご活用ください！

広
報
誌
は
各
コ
ン
ビ
ニ
店
に
も

設
置
し
て
い
ま
す
！

　市では、毎月１日に広報るもいを発行していますが、広報誌がより身
近になるよう、各コンビニ店のご協力により市内コンビニ全店に設置を
しています。
　広報誌が届かない世帯の方は、市の施設または、下記のコンビニ店ま
で足をお運びください。
　また、店頭での設置は毎月１０部限りとしていますので、店頭に無い
場合は、市の施設に設置している広報誌をご利用ください。

 店　　　名 住　　所 電話番号
セイコーマートしらとり 三泊町 ☎４２－２１７２
セイコーマート住之江店 住之江町１丁目 ☎４３－７０１１
セイコーマート留萌本町店 本町２丁目 ☎４２－１４５７
セイコーマート留萌元川店 元川町３丁目 ☎４３－６４３７
セイコーマート留萌沖見店 沖見町３丁目 ☎４２－００８４
セイコーマート留萌ことぶき店 寿町１丁目 ☎４３－４０８０
セブンイレブン留萌沖見店 沖見町２丁目 ☎４２－１２８８
セブンイレブン留萌開運町店 開運町３丁目 ☎４２－０８２７
セブンイレブン留萌合同庁舎前店 花園町４丁目 ☎４３－５３７７
セブンイレブン留萌南町店 南町４丁目 ☎４２－４４３１
ローソン留萌駅前店 栄町１丁目 ☎４３－０５２７
ローソン留萌千鳥店 千鳥町１丁目 ☎４２－２０００


